
JP 6850813 B2 2021.3.31

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実行される方法であって、
　半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）リソースに対する要求を前記ＷＴＲＵからｅｖｏ
ｌｖｅｄノードＢ（ｅＮＢ）に送信するステップであって、ＳＰＳリソースに対する前記
要求は、前記要求されたＳＰＳリソースの周期性、トランスポートブロックサイズ、およ
び、パケット到来のためのタイミングを示しているタイミングオフセットを含み、前記タ
イミングオフセットは、システムフレーム番号０のサブフレーム番号０に対するオフセッ
トである、ステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、ＳＰＳリソースに対する前記送信された要求に応答して、ＳＰ
Ｓ構成を前記ｅＮＢから受信するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記ＳＰＳ構成およびＰｒｏＳｅパケット単位優先度（ＰＰＰ
Ｐ）にしたがって、サイドリンクチャネル上でもう１つのＷＴＲＵへデータを送信するス
テップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＳＰＳ構成は、ＰＣ５インターフェイスに対応することを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記ＳＰＳ構成を示している活動化メッセージは、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
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ＤＣＣＨ）を介して受信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記要求は、前記ＳＰＳ構成のインデックスを含むことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）リソースに対する要求を前記ＷＴＲＵからｅｖｏ
ｌｖｅｄノードＢ（ｅＮＢ）に送信するように構成された送信機であって、ＳＰＳリソー
スに対する前記要求は、前記要求されたＳＰＳリソースの周期性、トランスポートブロッ
クサイズ、および、パケット到来のためのタイミングを示しているタイミングオフセット
を含み、前記タイミングオフセットは、システムフレーム番号０のサブフレーム番号０に
対するオフセットである、送信機と、
　当該ＷＴＲＵによって、ＳＰＳリソースに対する前記送信された要求に応答して、ＳＰ
Ｓ構成を示している活動化メッセージを前記ｅＮＢから受信するように構成された受信機
と
　を備え、前記送信機は、前記ＳＰＳ構成およびＰｒｏＳｅパケット単位優先度（ＰＰＰ
Ｐ）にしたがって、サイドリンクチャネル上で、前記ＷＴＲＵからもう１つのＷＴＲＵへ
データを送信するようにさらに構成されたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記ＳＰＳ構成を示している前記活動化メッセージは、物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）を介して受信されることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記要求は、前記ＳＰＳ構成のインデックスを含むことを特徴とする請求項５に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記送信機は、論理チャネル優先度（ＬＣＰ）にしたがって、前記データを送信するよ
うにさらに構成されたことを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　ＳＰＳリソースに対する前記送信された要求は、ＰＰＰＰ情報要素を含むことを特徴と
する請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記受信機は、前記ＳＰＳ構成の非活動化を示している非活動化メッセージを、前記Ｗ
ＴＲＵによって前記ｅＮＢから受信するようさらに構成されたことを特徴とする請求項５
に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｕｕベースのビークル間通信におけるスケジューリングのための方法および
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、その内容が参照により本明細書に組み込まれる、２０１６年３月３０日に出
願された米国特許仮出願第６２／３１５，２６２号明細書、および２０１６年７月２５日
に出願された米国特許仮出願第６２／３６６，１５２号明細書の利益を主張する。
【０００３】
　（集合的にビークルツーエブリシング（Ｖ２Ｘ）と呼ばれる）ビークル間（Ｖ２Ｖ：ve
hicle-to-vehicle）、ビークルツーインフラストラクチャ（Ｖ２Ｉ：vehicle-to-infrast
ructure）、およびビークルツー歩行者（Ｖ２Ｐ：vehicle-to-pedestrian）は、ビークル
と路側ユニットとが通信ネットワーク中の通信ノードであるビークル通信システムである
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。これらのノードは、安全警告および交通情報などの情報を互いに与える。協調的手法で
は、ビークル通信システムは、事故および交通渋滞を回避するのに各ビークルが問題を個
別に解決しようと試みる場合よりも効果的であり得る。
【０００４】
　直接デバイス間（Ｄ２Ｄ：direct device-to-device）通信は、電気電子技術者協会（
ＩＥＥＥ）または第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）のような主要な標
準化団体によってサポートされ始めている。３ＧＰＰおよびロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）ベースの無線アクセスの場合、ＬＴＥ技術を使用したコスト効率の高い高能
力の公共安全通信を可能にするためにＤ２Ｄ通信のサポートが導入されている。これは、
第１に、公共安全（ＰＳ：public safety）タイプのアプリケーションの使用のために利
用可能な無線アクセス技術の設備投資額（ＣＡＰＥＸ）および営業費用（ＯＰＥＸ）を低
下させるために管轄にわたって無線アクセス技術を調和させる要望によって動機づけられ
る。これは、第２に、スケーラブルな広帯域無線の解決策としてのＬＴＥが、音声および
ビデオのような異なるサービスタイプの効率的な多重化を可能にすることによって動機づ
けられる。
【０００５】
　ＰＳアプリケーションが、一般に、たとえば、トンネル中で、深部地下中で、または破
局的なシステム停止の後にしばしばＬＴＥネットワークの無線カバレージの範囲にないエ
リアでの無線通信を必要とするので、あらゆるオペレーティングネットワークの不在時に
またはアドホック展開された無線インフラストラクチャの到着の前にＰＳのためのＤ２Ｄ
通信をサポートする必要がある。しかしながら、オペレーティングネットワークインフラ
ストラクチャの存在下で動作するときでも、ＰＳ通信は、一般に依然として、商用サービ
スよりも高い信頼性を必要とし得る。
【０００６】
　Ｖ２Ｘ通信規格および技術は、３ＧＰＰ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　ｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｓｐｅｃｔｓ（
ＳＡ１）にサブグループするサービスの要件を満たすために、Ｄ２Ｄと非Ｄ２Ｄとの両方
における、ＬＴＥへの潜在的な拡張に加えた現在のＤ２Ｄ　ＬＴＥ仕様に基づいて開発さ
れ得る。
【発明の概要】
【０００７】
　トリガイベントに基づいてノードＢに半永続的スケジューリング（ＳＰＳ：semi-persi
stent scheduling）構成を変更する指示を送信することであって、ＳＰＳ構成を変更する
指示は、スケジューリング間隔と現在のＳＰＳ構成のオフセットとのうちの少なくとも１
つを変更する要求を含む、送信することと、ＳＰＳ構成を変更する指示に基づいて現在の
ＳＰＳ構成を再構成することと、変更されたＳＰＳ構成に従ってＳＰＳリソースを使用し
て協調認識メッセージ（ＣＡＭ）を送信することとを含む、ＳＰＳ構成に基づいてＳＰＳ
リソースタイミングにＣＡＭの生成および送信を整列させる本方法、装置およびシステム
が提供される。
【０００８】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）中での動作のための方法は、ＷＴＲＵからｅｖｏｌｖ
ｅｄノードＢ（ｅＮＢ）に、要求された半永続的スケジューリング（ＳＰＳ）リソースの
周期性と、割り当てられたＳＰＳリソースを有するとＷＴＲＵが予期する時間を示す時間
オフセットとを含むＳＰＳリソースに対する要求を送信することを備え得る。本方法は、
ｅＮＢからＷＴＲＵによって、ＳＰＳリソースに対する送信された要求に応答して、ＳＰ
Ｓ構成を受信することをさらに備え得る。送信された要求の時間オフセットは、ＷＴＲＵ
のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）０に対するサブフレーム番号オフセットを含み得る。
受信されたＳＰＳ構成は、ＰＣ５インターフェイスに対応し得る。ＳＰＳ構成は、物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介して受信され得る。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
　より詳細な理解は、添付の図面と併せて例として与えられる以下の説明から得ることが
できる。
【００１０】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実装され得る例示的な通信システムの
システム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示した通信システム内で使用され得る例示的な無線送受信ユニット（
ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示した通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネットワ
ークと例示的なコアネットワークとのシステム図である。
【図２】ＣＡＭタイミングの例示的なタイムラインの図である。
【図３Ａ】１０個以上の所望の事前構成されたＳＰＳ間隔のうちの１つをシグナリングす
るために使用される例示的な４ビットの間隔値インジケータの図である。
【図３Ｂ】間隔インジケータ値とシステムフレーム番号（ＳＦＮ）とを備える例示的なＭ
ＡＣ制御要素（ＣＥ）設計の図である。
【図４】複数のＭＡＣ　ＣＥを備える例示的なＭＡＣ　ＰＤＵの図である。
【図５】要求されたオフセットまたはオフセット変更の例示的な手順である図である。
【図６】ＳＰＳ構成の変更指示の例示的な手順である図である。
【図７】肯定応答メッセージを使用した短縮ＳＰＳ再構成のための方法を示すフローチャ
ートである。
【図８】ＳＰＳ再構成のための例示的なトリガイベントのリストである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実装され得る例示的な通信システム
１００の図である。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザに音声、データ、ビ
デオ、メッセージング、ブロードキャストなどのコンテンツを与える多元接続システムで
あり得る。通信システム１００により、複数のワイヤレスユーザは、ワイヤレス帯域幅を
含むシステムリソースの共有を通してそのようなコンテンツにアクセスすることが可能に
なり得る。たとえば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、
シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１つまたは複数のチャネルアクセス
方法を採用し得る。
【００１２】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コア
ネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、およ
び他のネットワーク１１２を含み得るが、開示される実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、
基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することを諒解されよう
。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの各々は、ワイヤレス環境において
動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであり得る。例と
して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス信号を送信およ
び／または受信するように構成され得、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定またはモバイ
ル加入者ユニット、ページャ、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン
、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサー、コンシ
ューマ電子機器などを含み得る。
【００１３】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａと基地局１１４ｂとを含み得る。基地局１
１４ａ、１１４ｂの各々は、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、および／
または他のネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセスを
容易にするためにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なくとも
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１つとワイヤレスにインターフェイス接続するように構成された任意のデバイスのタイプ
であり得る。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、トランシーバ基地局（ＢＴＳ）、
ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アク
セスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータなどであり得る。基地局１１４ａ、１１４ｂは
それぞれ、単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂが、任意の数の
相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含み得ることを諒解されよう。
【００１４】
　基地局１１４ａは、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（
ＲＮＣ）、リレーノードなどの他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）
をも含み得るＲＡＮ１０４の一部であり得る。基地局１１４ａおよび／または基地局１１
４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることがある特定の地理的領域内のワイヤレス信号を
送信および／または受信するように構成され得る。セルは、セルセクタにさらに分割され
得る。たとえば、基地局１１４ａに関連付けられたセルは、３つのセクタに分割され得る
。したがって、一実施形態では、基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、すなわち、セ
ルのセクタごとに１つを含み得る。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力
（ＭＩＭＯ）技術を採用し得、したがって、セルの各セクタに対して複数のトランシーバ
を利用し得る。
【００１５】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェイス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信し得、これは、任意の好
適なワイヤレス通信リンク（たとえば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ
）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）であり得る。エアインターフェイス１１６は、任意の
好適な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立され得る。
【００１６】
　より詳細には、上記のように、通信システム１００は、多元接続システムであり得、Ｃ
ＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１つまたは複数のチャ
ネルアクセス方式を採用し得る。たとえば、ＲＡＮ１０４およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ中の基地局１１４ａは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用してエアイ
ンターフェイス１１６を確立し得るユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）
地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＷＣＤＭＡは、高速パケ
ットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロ
トコルを含み得る。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）およ
び／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含み得る。
【００１７】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－
Ａ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立し得る発展型ＵＭＴＳ地上波無線アク
セス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。
【００１８】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ワールドワイドインターオペラビリティフォーマイク
ロウェーブアクセス（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、Ｃ
ＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、暫定規格２０００（ＩＳ－２０００）、暫定規格９５（Ｉ
Ｓ－９５）、暫定規格８５６（ＩＳ－８５６）、モバイル通信用グローバルシステム（Ｇ
ＳＭ）、ＧＳＭ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）
などの無線技術を実装し得る。
【００１９】
　図１Ａ中の基地局１１４ｂは、たとえば、ワイヤレスルータ、ホームノードＢ、ホーム
ｅノードＢ、またはアクセスポイントであり得、事業所、自宅、ビークル、構内などの局
在化エリア中でのワイヤレス接続性を容易にするために任意の好適なＲＡＴを利用し得る
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。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ８０２．１１などの無
線技術を実装し得る。別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０
２ｄは、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するためにＩＥＥ
Ｅ８０２．１５などの無線技術を実装し得る。また別の実施形態では、基地局１１４ｂお
よびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立するためにセル
ラーベースのＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａなど）を利用し得る。図１Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インターネット１
１０への直接接続を有し得る。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６
を介してインターネット１１０にアクセスする必要がないことがある。
【００２０】
　ＲＡＮ１０４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまた
は複数に音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバーインターネッ
トプロトコル（ＶｏＩＰ）サービスを提供するように構成された任意のタイプのネットワ
ークであり得るコアネットワーク１０６と通信していることがある。たとえば、コアネッ
トワーク１０６は、呼制御、課金サービス、モバイルロケーションベースのサービス、プ
リペイド電話、インターネット接続性、ビデオ配信などを提供し、および／またはユーザ
認証などの高レベルなセキュリティ機能を実行し得る。図１Ａには示されていないが、Ｒ
ＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６が、ＲＡＮ１０４または異なるＲＡＴ
と同じＲＡＴを採用する他のＲＡＮと直接的にまたは間接的に通信していることがあるこ
とを諒解されよう。たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用していることがあるＲＡＮ１
０４に接続されていることに加えて、コアネットワーク１０６はまた、ＧＳＭ無線技術を
採用する別のＲＡＮ（図示せず）と通信していることがある。
【００２１】
　コアネットワーク１０６はまた、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／ま
たは他のネットワーク１１２にアクセスするためにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、１０２ｄのためのゲートウェイとして働き得る。ＰＳＴＮ１０８は、簡易電話サービ
ス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含み得る。インターネット１１０は、ＴＣＰ
／ＩＰインターネットプロトコルスイート中の伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデ
ータグラムプロトコル（ＵＤＰ）およびインターネットプロトコル（ＩＰ）などの共通通
信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスのグロ
ーバルシステムを含み得る。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所
有および／または動作されるワイヤードまたはワイヤレス通信ネットワークを含み得る。
たとえば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを採用
し得る１つまたは複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含み得る。
【００２２】
　通信システム１００中のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
は全部は、マルチモード能力を含み得、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、１０２ｄは、様々なワイヤレスリンクを介して様々なワイヤレスネットワークと通信
するための複数のトランシーバを含み得る。たとえば、図１Ａに示すＷＴＲＵ１０２ｃは
、セルラーベースの無線技術を採用し得る基地局１１４ａと通信し、ＩＥＥＥ８０２無線
技術を採用し得る基地局１１４ｂと通信するように構成され得る。
【００２３】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示すように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８と、トランシーバ１２０と、送信／受信要素１２２と、ス
ピーカー／マイクロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド
１２８と、取外し不能メモリ１３０と、取外し可能メモリ１３２と、電源１３４と、全地
球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６と、他の周辺機器１３８とを含み得る。Ｗ
ＴＲＵ１０２が、実施形態に一致したままでありながら上記要素の任意の部分組合せを含
み得ることを諒解されよう。
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【００２４】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他
のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械などであり得る。プロセッサ１１８は、信号コー
ディング、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２がワイヤ
レス環境中で動作することを可能にする任意の他の機能を実行し得る。プロセッサ１１８
は、トランシーバ１２０に結合され得、トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２に
結合され得る。図１Ｂが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを別個の構成要素と
して示しているが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とが電子パッケージまたはチ
ップ中に一緒に組み込まれ得ることを諒解されよう。
【００２５】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェイス１１６を介して基地局（たとえば、基
地局１１４ａ）に信号を送信するか、またはそれから信号を受信するように構成され得る
。たとえば、一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または
受信するように構成されたアンテナであり得る。別の実施形態では、送信／受信要素１２
２は、たとえば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構
成された放出器／検出器であり得る。また別の実施形態では、送信／受信要素１２２は、
ＲＦ信号と光信号との両方を送信および受信するように構成され得る。送信／受信要素１
２２がワイヤレス信号の任意の組合せを送信および／または受信するように構成され得る
ことを諒解されよう。
【００２６】
　さらに、送信／受信要素１２２が、単一の要素として図１Ｂに示されているが、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より詳細には、ＷＴＲＵ１０
２は、ＭＩＭＯ技術を採用し得る。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ１０２は、エ
アインターフェイス１１６を介してワイヤレス信号を送信および受信するための２つ以上
の送信／受信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ）を含み得る。
【００２７】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されることになる信号を変
調することと、送信／受信要素１２２によって受信される信号を復調することとを行うよ
うに構成され得る。上記のように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有し得る。し
たがって、トランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、たとえば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥ
Ｅ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数のトラ
ンシーバを含み得る。
【００２８】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカー／マイクロフォン１２４、キーパッ
ド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディスプ
レイ（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレ
イユニット）に結合され、それからユーザ入力データを受信し得る。プロセッサ１１８は
また、スピーカー／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプ
レイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力し得る。さらに、プロセッサ１１８は、
取外し不能メモリ１３０および／または取外し可能メモリ１３２などの任意のタイプの好
適なメモリからの情報にアクセスし、その中にデータを記憶し得る。取外し不能メモリ１
３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディ
スク、または任意の他のタイプのメモリストレージデバイスを含み得る。取外し可能メモ
リ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジ
タル（ＳＤ）メモリカードなどを含み得る。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、サ
ーバまたはホームコンピュータ（図示せず）上などのＷＴＲＵ１０２上に物理的に位置し
ないメモリからの情報にアクセスし、その中にデータを記憶し得る。
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【００２９】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信し得、ＷＴＲＵ１０２中の他の構成要
素に電力を配分し、および／またはそれを制御するように構成され得る。電源１３４は、
ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の好適なデバイスであり得る。たとえば、電源
１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッ
ケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（リチウムイオン）
など）、太陽電池、燃料電池などを含み得る。
【００３０】
　プロセッサ１１８はまた、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関するロケーション情報（た
とえば、経度および緯度）を与えるように構成され得るＧＰＳチップセット１３６に結合
され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはそれの代わりに、ＷＴ
ＲＵ１０２は、基地局（たとえば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェイ
ス１１６を介してロケーション情報を受信し、および／または２つ以上の隣接する基地局
から受信されている信号のタイミングに基づいてそれの位置を決定し得る。ＷＴＲＵ１０
２が、実施形態に一致したままでありながら任意の好適なロケーション決定方法によって
ロケーション情報を取得し得ることを諒解されよう。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、追加の特徴、機能および／またはワイヤードもしくはワイヤレス
接続性を与える１つまたは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを
含み得る他の周辺機器１３８にさらに結合され得る。たとえば、周辺機器１３８は、加速
度計、ｅコンパス、衛星トランシーバ、（写真またはビデオのための）デジタルカメラ、
ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビジョントランシーバ
、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調
（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレー
ヤモジュール、インターネットブラウザなどを含み得る。
【００３２】
　図１Ｃは、実施形態による、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上記のように、ＲＡＮ１０４は、エアインターフェイス１１６を介してＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を採用し得る。Ｒ
ＡＮ１０４はまた、コアネットワーク１０６と通信していることがある。
【００３３】
　ＲＡＮ１０４が、ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み得るが、ＲＡＮ１０
４が、実施形態に一致したままでありながら任意の数のｅノードＢを含み得ることを諒解
されよう。ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、エアインターフェイス
１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数
のトランシーバを含み得る。一実施形態では、ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ
は、ＭＩＭＯ技術を実装し得る。したがって、ｅノードＢ１４０ａは、たとえば、ＷＴＲ
Ｕ１０２ａにワイヤレス信号を送信し、それからワイヤレス信号を受信するために複数の
アンテナを使用し得る。
【００３４】
　ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々は、特定のセル（図示せず）に関連付
けられ得、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクおよび／またはダウ
ンリンクでのユーザのスケジューリングなどを扱うように構成され得る。図１Ｃに示すよ
うに、ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｘ２インターフェイスを介して互い
に通信し得る。
【００３５】
　図１Ｃに示すコアネットワーク１０６は、モビリティ管理エンティティゲートウェイ（
ＭＭＥ）１４２と、サービングゲートウェイ１４４と、パケットデータネットワーク（Ｐ
ＤＮ）ゲートウェイ１４６とを含み得る。上記の要素の各々がコアネットワーク１０６の
一部として示されているが、これらの要素のうちのいずれか１つがコアネットワークオペ
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レータ以外のエンティティによって所有および／または動作され得ることを諒解されよう
。
【００３６】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェイスを介してＲＡＮ１０４中のｅノードＢ１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃの各々に接続され得、制御ノードとして働き得る。たとえば、ＭＭ
Ｅ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証すること、ベアラの
活動化／非活動化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期アタッチ中に特定のサ
ービングゲートウェイを選択することなどを担当し得る。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１
０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を採用する他のＲＡＮ（図示せず）
との間で切り替えるための制御プレーン機能を与え得る。
【００３７】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェイスを介してＲＡＮ１０４中のｅ
ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々に接続され得る。サービングゲートウェイ
１４４は、概して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間でユーザデータパケッ
トをルーティングし、転送し得る。サービングゲートウェイ１４４はまた、ｅノードＢ間
ハンドオーバ中にユーザプレーンをアンカリングすること、ダウンリンクデータがＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのために利用可能であるときにページングをトリガする
こと、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストを管理し、記憶することな
どの他の機能を実行し得る。
【００３８】
　サービングゲートウェイ１４４はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ
対応デバイスとの間の通信を容易にするためにインターネット１１０などのパケット交換
ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに与え得るＰＤＮゲ
ートウェイ１４６に接続され得る。
【００３９】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にし得る。たとえば、コ
アネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバ
イスとの間の通信を容易にするためにＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへのア
クセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに与え得る。たとえば、コアネットワー
ク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインターフェイスとして
働くＩＰゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）
を含み得るか、またはそれと通信し得る。さらに、コアネットワーク１０６は、他のサー
ビスプロバイダによって所有および／または動作される他のワイヤードまたはワイヤレス
ネットワークを含み得るネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃに与え得る。
【００４０】
　他のネットワーク１１２は、さらに、ＩＥＥＥ８０２．１１ベースのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１６０に接続され得る。ＷＬＡＮ１６０は、アクセス
ルータ１６５を含み得る。アクセスルータは、ゲートウェイ機能を含み得る。アクセスル
ータ１６５は、複数のアクセスポイント（ＡＰ）１７０ａ、１７０ｂと通信していること
がある。アクセスルータ１６５とＡＰ１７０ａ、１７０ｂとの間の通信は、ワイヤードイ
ーサネット（ＩＥＥＥ８０２．３規格）または任意のタイプのワイヤレス通信プロトコル
を介したものであり得る。ＡＰ１７０ａは、ＷＴＲＵ１０２ｄとのエアインターフェイス
を介してワイヤレス通信している。
【００４１】
　（集合的にビークルツーエブリシング（Ｖ２Ｘ）と呼ばれる）ビークル間（Ｖ２Ｖ）、
ビークルツーインフラストラクチャ（Ｖ２Ｉ）、およびビークルツー歩行者（Ｖ２Ｐ）は
、ビークルと路側ユニットとが安全警告および交通情報などの情報を互いに与える通信ネ
ットワーク中の通信ノードであるビークル通信システムである。協調的手法として、ビー
クル通信システムは、各ビークルがこれらの問題を個別に解決しようと試みる場合よりも
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事故および交通渋滞を回避するのにより効果的であり得る。
【００４２】
　概して、ビークルネットワークは、ビークルと路側局との２つのタイプのノードを含ん
でいると見なされる。どちらも、専用短距離通信（ＤＳＲＣ：dedicated short-range co
mmunications）デバイスである。ＤＳＲＣは一般に、７５ＭＨｚの帯域幅、約１０００メ
ートルの擬似範囲をもつ５．９ＧＨｚ帯域中で動作する。
【００４３】
　Ｖ２Ｖ、Ｖ２Ｉ、およびＶ２Ｐを含むビークル通信のための規格は、現在のＬＴＥ仕様
を適応させることによって開発され得る。たとえば、既存のデバイス間（Ｄ２Ｄ）、たと
えば、ＰｒｏＳｅフレームワークを使用したＶ２Ｖ通信が検討され得る。
【００４４】
　Ｖ２Ｘ通信要件は、ＳＡ１によって３ＧＰＰにおいて開発された。詳細には、これらの
要件は、前方衝突警告、制御損失警告、および非常停止などの特定の使用事例をサポート
するためにＡＳレベルの高信頼性（たとえば、最大９０％）をもち、たとえば、１００ｍ
ｓの短さの低レイテンシをもつ、５０～数百バイトのオーダーのショートメッセージの送
信を必要とする。
【００４５】
　Ｄ２Ｄ通信は、ＬＴＥ技術を使用した公共安全（ＰＳ）通信のために開発されている。
ＰＳアプリケーションが、一般に、たとえば、トンネル中で、深部地下中で、または破局
的なシステム停止の後にしばしばＬＴＥネットワークの無線カバレージの範囲にないエリ
アでの無線通信を必要とするので、あらゆるオペレーティングネットワークの不在時にま
たはアドホック展開された無線インフラストラクチャの到着の前にＰＳのためのＤ２Ｄ通
信をサポートする必要がある。しかしながら、オペレーティングネットワークインフラス
トラクチャ機器の存在下で動作するときでも、ＰＳ通信は、一般に依然として、商用サー
ビスよりも高い信頼性を必要とし得る。
【００４６】
　たとえば、第１のレスポンダとの間のＰＳタイプのアプリケーションは、少なくとも、
複数の通話グループを使用した直接プッシュツートーク音声サービスを含み得る。さらに
、ＰＳタイプのアプリケーションは、ＬＴＥブロードバンド無線が与える能力を効率的に
利用するために、ビデオプッシュまたはダウンロードなどのサービスを含み得る。
【００４７】
　展開されると、Ｄ２Ｄ通信が、ＰＳタイプのアプリケーションだけでなく、商用使用事
例のためにも利用可能であり得ることが予想される。一例は、ネットワークインフラスト
ラクチャによってカバーされないエリア中での双方向無線通信のサポートをもしばしば必
要とする電力会社の場合であり得る。さらに、発見などのＤ２Ｄサービスは、商用使用事
例においてＬＴＥベースの無線アクセスを使用して近接度ベースのサービスおよびトラフ
ィックオフロードを可能にするのに好適なシグナリング機構であり得る。
【００４８】
　ＬＴＥベースの無線アクセスを使用したＤ２Ｄ通信は、以下、それぞれ、モード１およ
びモード２と呼ばれるネットワーク制御モードおよびＷＴＲＵ自律モード中で動作するよ
うに設計され得る。モード１（すなわち、ネットワーク制御）は、いくつかの条件下での
み、たとえば、Ｄ２Ｄ端末がＬＴＥ基地局の無線範囲内にある場合にのみ可能になり得る
。ＷＴＲＵがＬＴＥ基地局と通信することができない場合、Ｄ２Ｄ端末は、モード２（す
なわち、ＷＴＲＵ自律）動作に戻り得る。この場合、それは、端末自体に事前記憶された
チャネルアクセスパラメータを主に使用することになる。
【００４９】
　モード１を使用したＤ２Ｄ通信では、ＬＴＥ基地局は、Ｄ２Ｄ送信を可能にするために
、アップリンク（ＵＬ）サブフレームの選択されたセットを予約し得る。ＬＴＥ基地局は
また、ネイバーセルまたはモード２端末のためのＤ２Ｄ通信が受信され得るＵＬサブフレ
ームのセットを関連するパラメータで告知し得る。必ずしもすべてのＬＴＥシステム帯域
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幅（ＢＷ）が、Ｄ２Ｄのための予約されたサブフレーム中でのＤ２Ｄ送信のために利用可
能であるとは限らないことがある。モード１で動作するとき、Ｄ２Ｄ通信のための無線リ
ソースは、サービングセルによってＤ２Ｄ端末に許可され得る。ネットワークからのＤ２
Ｄ許可は、利用可能なＤ２Ｄデータの量を基地局に示すセルラーＵＬチャネル上の端末に
よるＵＬ送信によって先行され得る。セルラーＤＬチャネル上でＬＴＥ基地局からＤ２Ｄ
端末によって受信されたＤ２Ｄ許可により、Ｄ２Ｄ端末は、いくつかの選択された無線リ
ソース、すなわち、あるスケジューリング期間にわたっていくつかのサブフレーム中に発
生するいくつかの無線ブロック（ＲＢ）を使用することが可能になる。
【００５０】
　Ｄ２Ｄ端末は、１つまたは複数のＤ２Ｄサブフレームの第１のセット中でスケジューリ
ング割当て（ＳＡ）メッセージを送信し得、次いで、スケジューリング期間中にＤ２Ｄサ
ブフレームの第２のセット中でＤ２Ｄデータを送信し得る。スケジューリング割当ては、
中でも、識別子フィールドと、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）フィールドと、リ
ソースインジケータと、タイミングアドバンス（ＴＡ）フィールドとを含み得る。Ｄ２Ｄ
データパケットは、中でも、発信元および送信先アドレスをもつ媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）ヘッダを含み得る。複数の論理チャネルは、多重化され、ＷＴＲＵによって所与のＤ
２Ｄサブフレーム中で単一のトランスポートブロック（ＴＢ）の一部として送られ得る。
【００５１】
　モード２を使用するＤ２Ｄ通信では、Ｄ２Ｄ端末は、時間／周波数無線リソースを自律
的に選択し得る。ＳＡ制御メッセージおよび対応するＤ２Ｄデータ、スケジューリング期
間または監視サブフレームの送信とともに使用するサブフレームなどのチャネルアクセス
パラメータは、事前構成され、Ｄ２Ｄ端末上に記憶され得る。直前のＵＬトラフィック量
の指示およびＤＬ　Ｄ２Ｄ許可の位相を除き、モード２端末は、モード１端末と同じ送信
挙動に従い得、同じく、スケジューリング期間中にＳＡとそれに続いてＤ２Ｄデータを送
信することになる。
【００５２】
　Ｄ２Ｄ通信のモード１とモード２との両方について、Ｄ２Ｄ端末はまた、受信機がそれ
らの送信を復調するのを助けるために、たとえば、Ｄ２Ｄ同期信号およびチャネルメッセ
ージなどの補助Ｄ２Ｄ信号を送信し得る。
【００５３】
　ＬＴＥベースの無線アクセスを使用したＤ２Ｄ通信は、音声チャネルまたはデータパケ
ットまたはデータストリームを搬送し得る。Ｄ２Ｄ通信の特殊な場合は、Ｄ２Ｄ発見サー
ビスである。Ｄ２Ｄ発見は、一般に、音声チャネルとは異なり、１つ、２つまたは最大で
もいくつかのサブフレーム中にしばしば収まり得る小さいパケット送信しか必要としない
ことがある。たとえば、これらのパケットは、デバイスまたはソフトウェア（ＳＷ）アプ
リケーションが近傍にある端末とのＤ２Ｄデータ交換に参加する利用可能性を告知するア
プリケーションデータを含み得る。
【００５４】
　Ｄ２Ｄ発見は、音声または汎用Ｄ２ＤデータのＤ２Ｄ通信のために使用されるプロトコ
ルなどの同じチャネルアクセスプロトコルを使用することも、使用しないこともある。Ｌ
ＴＥ基地局のカバレージ中にあるときのＤ２Ｄ発見では、Ｄ２Ｄ発見リソースは、音声ま
たは汎用Ｄ２Ｄデータを用いたＤ２Ｄ通信のために使用されるリソースとは別個に割り当
てられ得る。Ｄ２Ｄ発見メッセージのための無線リソースは、ｅＮＢによる予約されたリ
ソースのセットからＤ２Ｄ端末によって自律的に選択され、いくつかのＵＬサブフレーム
中で時間周波数無線リソースを周期的に繰り替えしていることがある（たとえば、タイプ
１発見）か、またはそれらは、Ｄ２Ｄ端末にＬＴＥサービングセルによって明示的に割り
当てられ得る（たとえば、タイプ２発見）。後者は、Ｄ２Ｄ通信モード１と同様である。
Ｄ２Ｄ発見メッセージを送信するときに、スケジューリング割当ての送信は必要がないこ
とがある。しかしながら、場合によっては、Ｄ２Ｄ発見メッセージしか送信しないＤ２Ｄ
端末でさえ、受信機を支援するために依然として補助Ｄ２Ｄ同期信号を送信する必要があ
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り得る。
【００５５】
　３ＧＰＰは、現在、ＳＡ１要件を満たすために必要なＬＴＥ（Ｄ２Ｄと潜在的な非Ｄ２
Ｄとの両方）への潜在的な拡張を識別することに加えて、現在のＤ２Ｄ　ＬＴＥ仕様に基
づいてＶ２Ｘ通信の実行可能性を評価している。この実行可能性調査の一部として、３Ｇ
ＰＰは、４つの主要なＶ２Ｘシナリオを識別した。
【００５６】
　シナリオ１は、ＰＣ５だけに基づいたＶ２Ｖ動作をサポートする。ＰＣ５は、ＷＴＲＵ
（サイドリンク）間のＰＣ５インターフェイスにわたるＰｒｏＳｅ直接通信を介した発信
元ＷＴＲＵ（たとえば、ビークル）から送信先ＷＴＲＵ、たとえば、別のビークル、道路
インフラストラクチャデバイス、歩行者などへのＶ２Ｘデータの送信を含む。
【００５７】
　シナリオ２は、Ｕｕだけに基づいたＶ２Ｖ動作をサポートする。Ｕｕは、Ｕｕインター
フェイス（アップリンクおよびダウンリンク）にわたるｅＮＢを介した発信元ＷＴＲＵ（
たとえば、ビークル）から送信先ＷＴＲＵ（たとえば、別のビークル、道路インフラスト
ラクチャ、歩行者など）へのＶ２Ｘデータの送信を含む。
【００５８】
　シナリオ３Ａは、サイドリンク中で他のＷＴＲＵにＶ２Ｘメッセージを送信するＷＴＲ
Ｕを含む。受信ＷＴＲＵのうちの１つは、サイドリンク中でＶ２Ｘメッセージを受信し、
アップリンク中でＥ－ＵＴＲＡＮにそれを送信するＷＴＲＵタイプの路側ユニット（ＲＳ
Ｕ：roadside unit）である。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＷＴＲＵタイプのＲＳＵからＶ２Ｘメ
ッセージを受信し、次いで、それをダウンリンク中でローカルエリアの複数のＷＴＲＵに
送信する。
【００５９】
　シナリオ３Ｂは、アップリンク中でＥ－ＵＴＲＡＮにＶ２Ｘメッセージを送信するＷＴ
ＲＵを含み、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、１つまたは複数のＷＴＲＵタイプのＲＳＵにＶ２Ｘメッ
セージを送信する。次いで、ＷＴＲＵタイプのＲＳＵは、サイドリンク中で他のＷＴＲＵ
にＶ２Ｘメッセージを送信する。
【００６０】
　ＬＴＥは、比較的小さいペイロード（たとえば、ＶｏＩＰ）の定期的に発生する送信を
用いるサービスのためのリソースの動的スケジューリングに関連するスケジューリングオ
ーバーヘッドを回避するために使用される半静的なリソース割振りのそれの形態として半
永続的スケジューリング（ＳＰＳ）を使用し得る。ＳＰＳは、アップリンク送信とダウン
リンク送信との両方に可能である。
【００６１】
　アップリンクＳＰＳでは、新しいデータがＷＴＲＵのバッファ中で到着すると、ＷＴＲ
Ｕは、バッファステータスレポート（ＢＳＲ）メッセージを使用してそれのバッファステ
ータスの指示を報告し得る。ＢＳＲ制御要素は、一般に、論理チャネルグループＩＤとバ
ッファサイズに対応する１つまたは複数のフィールドとを含んでいる。あらゆるサイドリ
ンクバッファデータは報告ｅＮＢではなく別のＷＴＲＵに送信するためのものであるので
、サイドリンク固有のＢＳＲも送信先インデックスを含み得る。
【００６２】
　ＳＰＳでは、端末は、Ｎ個のサブフレームごとに有効になる許可を示すために物理的ダ
ウンロード制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上にスケジューリングを備え得る。ＳＰＳリソー
スのＮ個の周期性または値は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって与えら
れ、一方、リソースの活動化／非活動化および詳細は、ＳＰＳセル無線ネットワーク一時
識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を使用するＰＤＣＣＨシグナリングによって与えられる。ＳＰＳ
リソースと同じサブフレーム中に発生する動的スケジューリングコマンドは、ＳＰＳリソ
ースよりも優先し得る。そのような挙動は、ＷＴＲＵに割り当てられる通常のリソースを
時々増加する必要がある場合に有用である。
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【００６３】
　ＳＰＳ再送信は、ダウンリンクでは、常に、動的にスケジュールされ得るが、アップリ
ンクでは、動的にスケジュールされ得るか、または半永続的に割り当てられたサブフレー
ムに従い得る。ＳＰＳは、さらに、１次セル（ＰＣｅｌｌ：primary cell）または（デュ
アル接続性（ＤＣ）の場合）１次２次セル（ＰＳＣｅｌｌ：primary secondary cell）中
でのみサポートされる。
【００６４】
　Ｖ２ＸトラフィックとしてＶ２Ｘのための送信される基本メッセージタイプのうちの１
つは、協調認識メッセージ（ＣＡＭ：cooperative awareness message）である。ＣＡＭ
メッセージは、他のビークルの位置、動態および属性を通知するために道路利用者と路側
インフラストラクチャとが交換する協調認識情報を含んでいる。そのような情報の定期的
な交換は、いくつかの道路安全および交通効率アプリケーションのための鍵となり得る。
【００６５】
　ＣＡＭは、必須であることも随意であることもある特定のコンテナから構成される。各
ＣＡＭメッセージは、発信元の高度道路交通システム局（ＩＴＳ－Ｓ）に関係する基本情
報を含んでいる少なくとも１つの基本コンテナと、発信元のＩＴＳ－Ｓの高度に動的な情
報を含んでいる１つの高頻度コンテナとを含み得る。さらに、ＣＡＭメッセージはまた、
発信元のＩＴＳ－Ｓの静的な、極めて動的でない情報を含んでいる１つの低頻度コンテナ
と、発信元のビークルのＩＴＳ－Ｓのビークル役割に固有の、すなわち、特殊ビークルの
ための情報を含んでいる１つまたは複数の特殊コンテナとを含み得る。
【００６６】
　いくつかの例示的なＩＴＳ要素としては、アクティブ交通管理システム、気象、交通渋
滞、または他の事象を監視するための交通カメラ、アンバーアラートまたは他のメッセー
ジを含み得る可変情報板、道路情報ラジオ、道路および天気情報システム、ランプメータ
ー、交通データコレクタおよび交通管理センターがある。
【００６７】
　ＣＡＭメッセージの送信は、ビークルの向首方向、ビークルの速度、ビークルの位置、
およびＣＡＭメッセージの最後の生成から経過した時間に基づく期間にいくつかの偏差ま
たは調整を加えた周期的なものであり得る。さらに、同じ低頻度コンテナをもつ最後のＣ
ＡＭの生成から経過した時間が５００ｍｓ以上である場合、低頻度コンテナがＣＡＭ中に
含まれなければならない。この同じルールが特殊コンテナにも適用される。
【００６８】
　Ｖ２Ｘ通信を採用するために、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、大多数の使用事例について１００ｍ
ｓの最大レイテンシをサポートすることが可能でなければならない。事前衝突検知の使用
事例が、２０ｍｓのより厳しい要件を有するが、あらゆるＶ２Ｘ関連の拡張の規格化のた
めの３ＧＰＰにおける基本仮定は、ＲＡＮに関連するレイテンシの１００ｍｓ要件である
。
【００６９】
　ＳＰＳは、ＣＡＭトラフィックの主に周期的であるという性質により上記で説明したシ
ナリオ２およびシナリオ３でのＵＬにおけるＶ２Ｖメッセージの送信のための好適な候補
である。しかしながら、Ｕｕ上のＵＬ容量は、アップリンクで送信する必要があるであろ
う都市シナリオにおける多数のビークルにより４０ｍｓ以下のＳＰＳ期間を満たすことが
困難であり、したがって、より長いＳＰＳ期間を検討する必要があり得る。
【００７０】
　ＳＰＳの周期性およびオフセット変更のインジケータを決定、報告および受信するため
の方法を提供する。Ｅ－ＵＴＲＡＮによるＣＡＭメッセージの送信におけるレイテンシは
、以下のファクタのうちの１つまたは複数を備えられ得る。第１の構成要素として、レイ
テンシは、ＣＡＭメッセージがＶ２Ｘアプリケーションによって生成されたときと、ＷＴ
ＲＵに割り当てられる次のＵＬ　ＳＰＳリソースが利用可能になったときとの間の時間か
ら構成され得る。第２の構成要素として、レイテンシは、ネットワークにおいてＣＡＭメ
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ッセージを受信し処理するのに必要な時間から構成され得、さらにＣＡＭメッセージがコ
アネットワークに送られたのかどうか、または処理がｅＮＢに残っているのかどうかに依
存し得る。第３の構成要素として、レイテンシは、シングルセルポイントツーマルチポイ
ント（ＳＣ－ＰＴＭ：Single-cell Point-to-Multipoint）、発展型マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）、またはユニキャストスケジューリ
ングを使用して送信先ＷＴＲＵにダウンリンクチャネル中でメッセージを送信するのに必
要な時間から構成され得る。
【００７１】
　ＳＰＳ期間が増加すると、第１の構成要素に起因するレイテンシの部分が増加する。そ
のような増加は、ＣＡＭメッセージの生成が真に周期的である場合、およびＳＰＳ期間が
ＣＡＭメッセージの生成と整列され得る場合にのみ回避され得る。
【００７２】
　ＣＡＭ生成の頻度に基づき、真の周期性が仮定されないことがあり、ＣＡＭ生成のパタ
ーンは、ＳＰＳパターンと比較して、周期性の変化およびオフセットの変化を受け得る。
【００７３】
　周期性の変化は、ＣＡＭ生成のパターン中に発生し得る。たとえば、ＣＡＭ生成の間隔
は、動的に変更され得、ビークルの位置、向首方向、および速度が変化しているときの１
００ｍｓとビークルの位置、向首方向、および速度が変化していないときの１秒との間で
移動する。さらに、協調認識（ＣＡ）基本サービスによって指定されたいくつかのＣＡＭ
生成間隔について、周期性がこれらの値の間の何かであり得る期間があり得る。したがっ
て、ＣＡＭ生成の期間は、時間とともに動的に変化し、理論上１００ｍｓ～１秒の間の任
意の期間をとり得る。
【００７４】
　オフセットの変化は、ＣＡＭ生成のパターン中に発生し得る。１つのＣＡＭ間隔と別の
ＣＡＭ間隔との間の移行は、そのような間隔が１００ｍｓの倍数でないとき、メッセージ
生成と固定されたＳＰＳスケジュールとの間のオフセットの変化を生じ得る。
【００７５】
　したがって、ＣＡＭメッセージ生成のパターンのこれらの変化は、第１のレイテンシ構
成要素の増加を生じ、ＳＰＳが使用されるとき潜在的に１００ｍｓのレイテンシ要件を満
たさないことがある。
【００７６】
　さらに、可変のペイロードサイズがあり得る。ＳＰＳは、ボイスオーバーインターネッ
トプロトコル（ＶｏＩＰ）などの固定リソースの割振りサイズを有する周期的トラフィッ
クに最適である。メッセージサイズの偏差が動的スケジューリングを通して容易に扱われ
得るが、頻繁な動的スケジューリングは、増加されたスケジューリングオーバーヘッドを
生じ、ＳＰＳの利益を著しく低減し得る。（少なくとも都市シナリオについての）仮定が
、ビークルの密集が存在し、それらのビークルが定期的にそのような動的スケジューリン
グを受信する必要があるというものである場合、利益のそのような低減は、Ｖ２Ｖトラフ
ィックの場合にさらに顕著になり得る。他方では、リソースを過剰に割り当てることは、
他の目的のためにスケジューラによって利用され得るＳＰＳリソースの浪費を生じる。
【００７７】
　ＣＡＭメッセージは、それらが高頻度コンテナしか含まないときは約１９０バイトであ
り、それらが高頻度コンテナと１つまたは複数の低頻度コンテナとを含んでいるときは約
３００バイトであり得る。特殊なコンテナをもつＣＡＭメッセージがこれらのサイズを逸
脱する可能性もある。したがって、ＣＡＭメッセージのサイズは、まったく可変である。
ＳＰＳの割振りサイズは、動的スケジューリングに単独で依拠することなしにより動的な
方法で定義され得る。
【００７８】
　Ｄ２Ｄデータという用語が、Ｄ２Ｄ端末間の任意のタイプのＤ２Ｄ関連の通信を指すこ
とがあることを理解されたい。たとえば、一般性を失うことなく、Ｄ２Ｄデータは、音声
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もしくはそれのセグメントを搬送するデータパケットなどのデータパケットを含み得、フ
ァイルダウンロードもしくはアップロード、ストリーミングもしくは双方向ビデオのため
に使用されるインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットなどのＩＰパケットもしくはそ
れのセグメントを含み得、Ｄ２Ｄ制御シグナリングを含み得、および／またはＤ２Ｄ発見
もしくはサービスもしくは利用可能性メッセージを含み得る。さらに、本明細書で説明す
る実施形態は、３ＧＰＰ　Ｄ２Ｄ通信特徴の一般的なコンテキストで説明しているが、概
念は、たとえば、Ｄ２Ｄ発見などの他の特徴に適用可能であり得る。
【００７９】
　本明細書では、ＷＴＲＵが、ＳＰＳの要求されたオフセットまたはオフセット変更を送
り得る、ＷＴＲＵが、ＳＰＳ構成を変更するという指示を送り得る、ＷＴＲＵが、特定の
リソースを解放するという指示を送り得る、複数のＳＰＳ構成が与えられ得、構成の活動
化／非活動化方法を開示する、ＳＰＳメッセージのサイズが、アプリケーションレイヤを
通して構成され得る、ＳＰＳメッセージのサイズが、論理チャネルのためのＱＣＩに関連
付けられ得る、割振りサイズの変更が、ＳＰＳ送信上にピギーバックされ得る、ＳＰＳ割
振りのサイズの周期的な増加のための方法を開示する、ＷＴＲＵが、アプリケーションか
らのトリガに基づいてＳＰＳを要求し得る、ＳＰＳ構成の拡張が、ＷＴＲＵによって受信
され得るといった概念をもたらす。拡張は、支援情報のフォーマットおよびタイミング、
ＷＴＲＵが変更するように要求し得る許容オフセット、ＳＰＳ構成のインデックス、ＳＰ
Ｓ構成のための許容論理チャネルまたはリソース構成を含み得る。サイドリンクＢＳＲの
ための新しいトリガは、オフセット変更情報を送るために与えられ得る。ＳＰＳ構成／オ
フセットの変更または活動化／非活動化を送るためのアプリケーションベースの、アクセ
ス層（ＡＳ）が計算したトリガは、上位レイヤ情報に基づき得る。論理チャネル優先度付
け（ＬＣＰ：logical channel prioritization）は、論理チャネルとＳＰＳ構成との関連
付けに基づいてＳＰＳ許可に適用され得る。ＷＴＲＵは、同時に発生した許可の場合に単
一のＳＰＳ許可を選択し得る。ＳＰＳの使用を有効化／無効化し、タイミング補償に基づ
きタイミングを与え、間隔情報を与えるためのＬＴＥ適応レイヤを開示する。
【００８０】
　本明細書で説明するように、「ＷＴＲＵ」という用語は、単一のＤ２Ｄ対応デバイスを
表し得、これは、実際のモバイルデバイス、Ｄ２Ｄ通信機能を有するビークル、および／
またはＶ２Ｘシステムの性能を改善するように意図された路側ユニットであり得る。「Ｗ
ＴＲＵ」は、さらに、ｅＮＢと直接通信するモバイルデバイスを表し得る。同様に、「ｅ
ＮＢ」という用語は、ＬＴＥインフラストラクチャ通信において採用される従来のｅＮＢ
を表し、これは、カバレージ中のＤ２Ｄ通信のための通信サービスを提供し得る。ｅＮＢ
は、セルラータワー上に展開され得るか、またはそれ自体が路側ユニットとして展開され
得、後者の場合、ｅＮＢは、Ｄ２Ｄ通信のみに限定された機能を有し得る。
【００８１】
　本明細書でさらに説明するように、ＡＳ無線インターフェイスを介して送信されたＶ２
Ｖ関連アプリケーションメッセージを特に参照しているＣＡＭメッセージが参照される。
説明する実施形態では、ＣＡＭメッセージは、ＷＴＲＵがアップリンクまたはサイドリン
クのいずれかを介してＳＰＳを使用して送信する必要があるであろう任意のタイプの上位
レイヤメッセージを表し得る。そのようなメッセージは、時間臨界または遅延感受性のプ
ロパティを有し得る。そのようなメッセージは、さらに、大部分の時間中に、またはかな
りの時間の間周期的であり、時々、期間、タイミング（オフセット）、またはメッセージ
のサイズを変更すると見なされ得る。
【００８２】
　図２に、ＣＡＭタイミング２００の例示的なタイムラインの図を示す。図２に示す例示
的なタイムラインに鑑みて、ビークルのための極めて妥当な交通量の多いシナリオの場合
、ＳＰＳに固定の（たとえば、１００ｍｓの）期間２０２を使用することに関係する潜在
的な問題が明らかになり得る。この例では、ビークルは、以下の例示的なタイムラインに
よって識別される以下の行為を実行する。
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【００８３】
　ビークルが第１の条件、たとえば、速度、位置または向首方向の変化を満たすある時間
期間の後に、ビークルは、条件１を満たすのを止め、たとえば、ビークルは、停止する２
０４。ビークルは、再び移動し始める２０６と、再び条件１を満たし始める。ビークルは
、減速し始め得る２０８。ビークルは、条件１を満たすのを止め、停止する２１０。ビー
クルは、再び、最後のＣＡＭに続いて１６０ｍｓの後に、条件１を満たし始め、たとえば
、極一時的にだが再び移動し始める２１２。ＣＡＭは、次いで、１秒間隔で発生するよう
に戻るまで、３つの間隔について１６０ｍｓだけ離間される。
【００８４】
　したがって、タイムライン２００に、１００ｍｓの期間のＳＰＳ構成を使用したＣＡＭ
の得られたタイミングを示す。この構成は、潜在的に、スケジューラが再使用することが
できない、ＷＴＲＵ２１４　２１６によって使用されない大量のＳＰＳリソースを生じ得
る。リソースが、ＷＴＲＵによるいくつかの空送信の後に暗黙的に解放され得るが、２つ
の状態間の頻繁な移行は、依然として何らかのリソースの浪費を生じ得、ＷＴＲＵは、依
然として、リソースを再割り当てするためにｅＮＢと通信する必要があり得る。さらに、
潜在的に大きい待機遅延（３０ｍｓ～９０ｍｓの範囲）がこの構成の下で生じ得る。これ
らの大きい待機遅延は、Ｖ２Ｘメッセージのための全体的なＥ－ＵＴＲＡＮレイテンシに
追加される必要があることになり、１００ｍｓの要件を逃すことになる。
【００８５】
　上述の問題について、ＣＡＭメッセージを参照しながら説明されたが、問題が、ＶｏＩ
Ｐ、リアルタイム制御などの他のタイプのアプリケーション関連のトラフィックについて
発生し得ることを諒解されよう。したがって、本明細書で開示される実施形態は、Ｖ２Ｖ
使用事例にだけでなく、トラフィックがＣＡＭと同様のプロパティを示す任意の使用事例
にも適用され得る。
【００８６】
　ＷＴＲＵがＳＰＳの使用を要求し得るおよび／またはＳＰＳ構成がｅＮＢによって与え
られるＳＰＳ構成について説明される。たとえば、ＷＴＲＵは、ｅＮＢにＳＰＳの使用を
要求し得る。そのような要求は、ＲＲＣシグナリングを介してＷＴＲＵによって送られ得
る。たとえば、ｅＮＢにＳＰＳを要求するＷＴＲＵは、ＷＴＲＵＳｉｄｅｌｉｎｋｌｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　ＲＲＣメッセージを使用してそうし得る。ＷＴＲＵは、一実施形態で
は、本明細書で説明される適応レイヤを使用して上位レイヤからトリガの結果としてＳＰ
Ｓの使用に対する要求を送り得る。
【００８７】
　ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成に対する要求中にＳＰＳのパラメータに関係する１つまたは複
数の情報要素を含み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、各々が、ＳＰＳ構成の周期性および／
またはオフセット、送信のサイズ（たとえば、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）
）、リソースブロックＲＢの数などのうちの１つまたは複数を含む１つまたは複数の所望
のＳＰＳ構成に関係する情報を含み得る。別の例では、ＷＴＲＵは、各々が事前構成され
た表中の行を指すインデックスのセットの形態で１つまたは複数の要求されたＳＰＳ構成
の所望のパラメータに関係する情報を含み得、ここで、表中の各行は、その所望のＳＰＳ
構成のための所望のＳＰＳパラメータのセットをリストする。
【００８８】
　ＷＴＲＵからのＳＰＳ要求に応答して、ｅＮＢは、ＷＴＲＵにＳＰＳ構成を送信し得る
。代替的に、ｅＮＢは、ＳＰＳ要求なしにＷＴＲＵにＳＰＳ構成を送信し得、したがって
、自律的に、または何らかの他のトリガによってＳＰＳ構成を送信し得る。
【００８９】
　Ｕｕを介したメッセージの送信では、ＷＴＲＵは、ＬＴＥ中で既存のアップリンクＳＰ
Ｓを利用し得る。さらに、同様のＳＰＳ構成がサイドリンクＳＰＳのために構成され得、
サイドリンクＳＰＳ構成は、ＲＲＣメッセージング、またはＲＲＣメッセージングとＭＡ
Ｃ制御要素（ＣＥ）との組合せ、およびＰＤＣＣＨ上のＰＨＹメッセージングを介して送
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られ得る。アップリンクまたはサイドリンクＳＰＳ構成は、ＷＴＲＵ支援情報の構成（た
とえば、構成情報）および／またはサイドリンク構成をさらに含み得る。
【００９０】
　ＷＴＲＵ支援情報は、ｅＮＢがＳＰＳパラメータを調整するのを支援するためにｅＮＢ
にＷＴＲＵによって送られる情報を含む。ＷＴＲＵ支援情報に関する様々なタイプの構成
情報が可能である。ＷＴＲＵは、支援情報がＳＰＳスケジュールに関係するｅＮＢに与え
られ得るのかどうかと、どんなタイプの支援情報が与えられ得るのかと（たとえば、タイ
ミング、期間）、その情報をどのように送るのかとに関係するＷＴＲＵ支援情報の構成を
受信し得る。ＷＴＲＵ支援情報の構成により、ＷＴＲＵは、ＳＰＳスケジューリング支援
情報を送信することが可能になることも、不可能になることもある。ＷＴＲＵは、ＳＰＳ
リソースパターンのための可能なタイミングオフセットのリストを受信し得、ここで、オ
フセットは、特定のＳＦＮ／サブフレーム数に対して、および／またはスケジューリング
期間の開始に対して定義され得る。ＷＴＲＵは、それが選択し得るか、または変更を要求
し得る可能なＳＰＳ期間／間隔のリストを受信し得る。可能なＳＰＳ期間／間隔のリスト
は、ＷＴＲＵがサポートし得るか、またはｅＮＢが構成するか、もしくは所与のＷＴＲＵ
に割り当て得る可能なＳＰＳ期間のサブセットであり得る。ＷＴＲＵは、周期性のｅＮＢ
が構成したリストのうちの１つへの変更しか潜在的に要求し得ない。ＷＴＲＵは、支援情
報を送るために使用されるリソース（たとえば、ＵＬ）の構成を受信し得る。たとえば、
支援情報は、特にこの目的のためにｅＮＢによって構成された専用のＳＲリソースを使用
して送られ得る。ＷＴＲＵは、支援が送られ得る許容時間インスタンスおよび頻度を受信
し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ｅＮＢによって構成された期間に基づいて各スケジュー
リング期間の最後にまたは周期的に支援を与えるように構成され得る。
【００９１】
　サイドリンクでは、ＳＰＳリソースに対応する各スケジューリング期間中のサブフレー
ムのＳＰＳ構成が与えられ得る。そのようなサブフレームは、各スケジューリング期間中
に同じであり得、ＳＰＳを使用して送信されたデータの再送信のためのサブフレームなら
びに必要な再送信の数をさらに定義し得る。
【００９２】
　ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成中で、使用可能であり得る可能なＳＰＳリソース構成のリスト
を受信し得る。このリストは、あらかじめ定義されたルックアップテーブルを指すインデ
ックスのセットを使用して実装され得る。ＷＴＲＵは、リストから可能なＳＰＳ構成のう
ちの１つを活動化し得る。代替的に、ＷＴＲＵは、同時に活動的な複数のＳＰＳ構成を有
し得る。
【００９３】
　ＳＰＳ構成のリソース構成またはＳＰＳ構成のリスト中の各構成が与えられ得る。たと
えば、各ＳＰＳ構成は、周期性（すなわち、間隔）、タイミングオフセット、割振りサイ
ズ、使用される実際のリソース（リソースブロック）または割振りサイズのパターンをも
つＳＰＳリソースの特定のパターンに対応し得る。割振りサイズのパターンは、特定の数
のＳＰＳリソース中の１つが、ＳＰＳ割振りサイズに対してリソースの量の差異（すなわ
ち、増加または低下）を有するように定義され得る。サイドリンクＳＰＳでは、リソース
構成は、アップリンクＳＰＳの場合のように構成され得、ここで、間隔／期間は、ＲＲＣ
中に構成され、タイミング／オフセットおよびリソース構成は、ｅＮＢによって、たとえ
ば、ＰＨＹレイヤシグナリングによってＷＴＲＵに示され得る。サイドリンクの場合、Ｐ
ＨＹレイヤシグナリングは、ＤＣＩフォーマット５を用いるＰＤＣＣＨであり、ＲＲＣレ
イヤにおいて構成されたＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを使用して送られ得る。代替的に、サイド
リンクＳＰＳでは、リソース構成はすべて、ＲＲＣメッセージング中で送られ得る（たと
えば、間隔、オフセット、および割振りサイズならびに／または割振りパターンは、ＲＲ
Ｃメッセージングを介して送られ得る）。
【００９４】
　ＳＰＳ構成は、許容論理チャネル、論理チャネルグループ、優先度（たとえば、Ｐｒｏ
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Ｓｅパケット単位優先度（ＰＰＰＰ：ProSe Per-Packet Priority））、無線ベアラ、ア
プリケーションＩＤ、ＱＣＩなどの形態であり得る各々の特定のＳＰＳ構成を使用すると
きにＷＴＲＵが送信すべきまたは優先させるべきであるデータの識別情報をさらに含み得
る。たとえば、ＷＴＲＵは、複数のＳＰＳ構成で構成され得、各ＳＰＳ構成は、特定の論
理チャネルまたは論理チャネルグループについてのデータの送信のために利用されるべき
である。
【００９５】
　ＳＰＳ構成は、ＳＰＳ構成が適用されるサイドリンク送信先ＩＤの識別情報をさらに含
み得る。
【００９６】
　ＳＰＳタイミングの変更が与えられる。要求されたオフセットを送るＷＴＲＵまたはＳ
ＰＳのためのオフセットの変更が与えられる。図２に示されるタイムラインに示されるよ
うに、保留中のＣＡＭを送信するために次のＳＰＳリソースを待つことに関連するＣＡＭ
メッセージの配信のための追加の遅延を回避するために、ＣＡＭメッセージの生成は、Ｓ
ＰＳリソースタイミングに整列されるべきである。ＣＡＭとＳＰＳとの両方に同じ間隔と
いう仮定の下では、待機遅延は０になる。
【００９７】
　ただし、ｅＮＢによって構成されたＳＰＳオフセット（すなわち、もしＵＬ　ＳＰＳの
場合ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いるＰＤＣＣＨ許可のタイミング）は、ｅＮＢによって完
全に決定されるので、これは、現在のＳＰＳ機構を使用して保証され得ない。
【００９８】
　一例では、ＷＴＲＵは、それがＣＡＭメッセージの生成に整列されるようにｅＮＢがＳ
ＰＳリソースの割振り／再割振りをトリガすることを可能にするためにｅＮＢにＳＰＳリ
ソースのための所望の開始サブフレーム（すなわち、オフセット）を送り得る。詳細には
、ＷＴＲＵは、ｅＮＢに、たとえば、それが利用可能なＳＰＳリソースを（開始する）有
することを予期する時間を示すシステムフレーム番号（ＳＦＮ）数および／またはサブフ
レームインデックスの形態で時間オフセットを送り得る。時間オフセット（または「オフ
セット」）はまた、ＳＦＮおよび／またはサブフレームがｅＮＢへのＷＴＲＵによる信号
の送信に続く固定のあらかじめ定義された数のサブフレームであると仮定することによっ
てｅＮＢに暗黙的に送られ得る。
【００９９】
　代替的に、ＷＴＲＵは、ある時間だけＳＰＳの現在のオフセットを遅延またはシフトす
るようにｅＮＢに示し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成とそのＳＰＳ構成のため
のリソースの特定の時間オフセットまたは開始点とであらかじめ構成され得る。ＷＴＲＵ
は、リソースの現在のタイミングに対して一定数のサブフレームだけそのＳＰＳ構成のた
めのタイミングまたは開始点をシフト、遅延、前進するようにｅＮＢに示し得る。
【０１００】
　ＷＴＲＵは、複数のタイミングオプションで構成され得る。たとえば、ｅＮＢによる要
求されたオフセット変更に関連するシグナリングを低減するために、ＷＴＲＵは、さらに
、ｅＮＢによる可能なタイミングオフセットのセットで構成され得、ここで、１つの特定
のタイミングオフセットが、所与の時間に活動的になり得、ＷＴＲＵは、要求されたオフ
セット変更メッセージ中で代替タイミングオフセットを要求し得る。
【０１０１】
　ＷＴＲＵは、ＳＰＳを構成するＲＲＣメッセージ中で複数の可能なオフセットを受信し
得る。これらのオフセットは、定義されたかあるいは同じ構成中に与えられた特定のＳＦ
Ｎ／サブフレームからのオフセットとして、または初めて構成にＳＰＳリソースを割り当
て得るＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによって示されたＰＤＣＣＨメッセージ中の初期リソース構
成からのオフセットとして示され得る。
【０１０２】
　ＷＴＲＵは、さらに、ＲＲＣメッセージ中で可能なオフセットの各々へのインデックス
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を受信するか、それに関連付けられ得る。
【０１０３】
　ｅＮＢに要求されたオフセット変更を送るとき、ＷＴＲＵは、構成されたオフセットの
うちの１つに関連するインデックスを示すことによってそれが使用することを望む所望の
オフセットを示し得る。
【０１０４】
　図３Ａは、４ビットの間隔値インジケータ３００の使用を開示する。４ビットでは、値
３０２は、間隔サイズを表し得る。４ビットを仮定すると、この例では、最大１６個の異
なる間隔が示される。ここで、値００００　３０４は、１００ミリ秒３０６の最小間隔に
対応する。ここで、図示の最大値１００１　３０８は、１秒３１０の長い間隔に対応する
。図３Ｂに、４ビットの間隔インジケータ３２２とオフセットとして使用される１０ビッ
トのシステムフレーム番号３２４とから構成される例示的なＭＡＣ制御要素３２０を示す
。１０ビットのシステムフレーム番号は、０の代わりに現在のＳＦＮからのＳＦＮオフセ
ットを使用することによってより小さくされ得る。
【０１０５】
　異なるタイプの情報が、オフセットに対する要求またはオフセット変更メッセージ中に
与えられ得る。オフセットまたはオフセットの変更に対する要求は、ＳＰＳのＳＦＮおよ
び／またはサブフレームオフセット（すなわち、ＳＰＳリソースのうちの１つのタイミン
グ）と、現在の時間パターンに対するＳＰＳリソースパターンの必要な時間シフト（正ま
たは負、潜在的に、フレーム、サブフレーム、またはスケジューリング期間などのサブフ
レームの何からの単位で表される）と、ＳＰＳリソースパターンのためのいくつかの可能
なタイミングオフセットのうちの１つを識別する（潜在的に、ｅＮＢによって構成される
、または所定の）インデックスと、タイミングを変更する必要がある（複数が構成された
場合の）ＳＰＳプロセスの識別情報とのいずれかを含み得る。
【０１０６】
　ＳＰＳのＳＦＮおよび／またはサブフレームオフセット、たとえば、ＳＰＳリソースの
うちの１つのタイミングは、他のリソースが構成されたＳＰＳ期間によって分離された状
態の第１のＳＰＳリソースの絶対ＳＦＮおよびサブフレーム、あらかじめ定義された固定
サブフレーム（たとえば、ＳＦＮ０（ｍｏｄ　ｘ）およびサブフレーム０）からのオフセ
ット、サイドリンクリソースプールに関連するスケジューリング期間の開始からのオフセ
ット、いずれか／またはＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いるＰＤＣＣＨ、ＤＣＩフォーマット
５を用いるＰＤＣＣＨ、もしくはそれの構成に続いてＳＰＳリソース割振りを開始するた
めにｅＮＢによって使用される任意の同様のＰＤＣＣＨメッセージのｅＮＢによる元の送
信からのオフセットのいずれかによって表され得る。
【０１０７】
　潜在的にｅＮＢによって構成されたまたは所定のＳＰＳリソースパターンのためのいく
つかの可能なタイミングオフセットのうちの１つを識別するインデックスに関して、ｅＮ
Ｂは、ＳＰＳ構成中で、インデックス付きの許容オフセットのセットを送り得、ＷＴＲＵ
は、所望のオフセットに対応するインデックスを与えることによってオフセット変更を与
え得る。
【０１０８】
　タイミングを変更する必要がある（複数が構成された場合の）ＳＰＳプロセスの識別に
関して、そのような識別は、複数のＳＰＳの構成中にｅＮＢによって与えられたインデッ
クスを参照するインデックスを送ることによって行われ得る。そのような識別はまた、特
定のフレーム／サブフレームの組合せ（たとえばＳＦＮ　ｘ　ｍｏｄ　ｙ、サブフレーム
０）に対するＳＰＳ許可の順序に対応するインデックスを送ることによって行われ得る。
【０１０９】
　オフセットまたはオフセットの変更に対する要求に関係するそのような情報は、さらに
、オフセット変更情報と呼ばれる。
【０１１０】
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　ＷＴＲＵは、以下のうちの１つまたは複数を使用してオフセットまたはオフセットの変
更に対するそのような要求を送り得る。オフセットに対する要求は、ＷＴＲＵ中でＳＰＳ
を構成するＲＲＣＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージに
続いて、またはｅＮＢへのＷＴＲＵの接続に続く任意の時間に来ることがあるオフセット
変更情報を含んでいるＲＲＣメッセージ中に与えられ得る。オフセットに対する要求は、
オフセット変更情報を含んでいるＭＡＣ制御要素（ＣＥ）中に与えられ得る。
【０１１１】
　オフセットに対する要求は、オフセット変更情報を含んでいるＢＳＲ中に与えられ得る
。詳細には、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ割振りのタイミングが変更を必要とすると決定するとＢ
ＳＲをトリガし得る。ＢＳＲは、ＳＰＳリソースおよび送信がＵＬ上ではなくＰＣ５上の
ものである場合サイドリンクＢＳＲであり得る。オフセット変更情報は、ＢＳＲまたはサ
イドリンクＢＳＲ中に含まれ得る。
【０１１２】
　たとえば、ＢＳＲまたはサイドリンクＢＳＲは、新しいフィールド中に、ＳＦＮおよび
サブフレーム、時間シフト、またはＳＰＳ構成のためのＳＰＳ構成インデックスを含み得
る。そのような情報は、さらに、ＷＴＲＵがデータを送信するためにＳＰＳ構成を利用し
得る論理チャネルグループに関連付けられ得る。情報は、論理チャネルグループに関連す
るバッファサイズに対する１つまたは複数の追加のフィールドの形態であり得る。
【０１１３】
　ＢＳＲまたはサイドリンクＢＳＲは、特定の論理チャネルグループのためのバッファサ
イズの代わりに送られ得るＳＦＮと、サブフレームと、時間シフトとを含み得る。ＷＴＲ
Ｕは、対応するバッファサイズフィールドが代わりにＳＰＳタイミング情報を示すことを
示すために特殊送信先インデックスフィールド、論理チャネルグループ、またはその２つ
の組合せを利用し得る。
【０１１４】
　ＢＳＲまたはサイドリンクＢＳＲは、ＳＰＳタイミングの変更がＢＳＲの送信の結果と
して要求されることを示す特殊フラグを含み得る。ＳＰＳ構成の要求された新しいタイミ
ングは、ＷＴＲＵがＢＳＲを送る時間インスタンスによって示され得る。たとえば、ＷＴ
ＲＵは、ＳＰＳの新しいオフセットまたはタイミングが、ＢＳＲが送信されたサブフレー
ムに続くサブフレームの数（場合によっては０）に対応することを示し得る。
【０１１５】
　ＢＳＲまたはサイドリンクＢＳＲは、ＳＰＳパターンのためのあらかじめ定義されたま
たは許容可能なタイミングオフセットのうちの１つに関連付けられたインデックスを含み
得る。
【０１１６】
　オフセットに対する要求は、限定はしないが、スケジューリング要求（ＳＲ）、物理ア
ップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはラ
ンダムアクセス手順（ＲＡＣＨ）などの物理（ＰＨＹ）レイヤメッセージ中に与えられ得
る。たとえば、特殊な専用のＳＲリソースが、所望のＳＰＳオフセットを送るためのＷＴ
ＲＵに割り当てられ得る。複数のＳＰＳ構成が存在する場合、異なるＳＲが構成され得る
。ＳＰＳリソースの開始のための実際のＳＦＮとオフセットとは、特殊なＳＲが、たとえ
ば、同じサブフレーム中でＷＴＲＵによって送信されたサブフレームに続いて、またはＷ
ＴＲＵとｅＮＢとの両方によって知られるサブフレームのあらかじめ定義された数の後に
、一定数のサブフレームを発生すると理解され得る。
【０１１７】
　ＷＴＲＵは、現在のＳＰＳリソースのオフセットを変更するために、動作中の任意の時
間に要求されたオフセットメッセージを送信し得る。たとえば、ＳＰＳとＣＡＭとの間に
オフセットを変更し得るが、両方の間隔が同じままである図２に示したタイムラインに示
した移行のうちの１つの結果として、ＷＴＲＵは、ｅＮＢに要求されたオフセットメッセ
ージを送信し得る。ＷＴＲＵが要求されたオフセットメッセージを送信するためのより詳
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細なトリガについて、以下でさらに説明される。
【０１１８】
　ＷＴＲＵは、ｅＮＢからタイミングの変更確認を受信する。特に、要求されたオフセッ
トメッセージの送信に続いて、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成に新しいタイミングを与え得るｅ
ＮＢからタイミングの変更確認の確認を受信し得る。そのような確認は、ＰＤＣＣＨメッ
セージ、ＭＡＣ　ＣＥメッセージまたはＲＲＣメッセージのいずれかを使用して受信され
得る。
【０１１９】
　ＰＤＣＣＨメッセージに関して、タイミングの変更確認は、ＳＰＳ構成ならびにＳＰＳ
リソースの新しいタイミングを識別するＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いて示され得る。複数
のＳＰＳ構成の場合、各ＳＰＳ構成は、別個のＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによって表され得る
。
【０１２０】
　図４は、例示的なＭＡＣヘッダ４０２と、複数のＭＡＣ　ＣＥメッセージ４０６、４０
８を備えるＭＡＣペイロード４０４との図である。ＭＡＣ　ＣＥメッセージ４０６、４０
８のうちの１つまたは複数に関して、タイミングの変更確認は、たとえば、ＳＦＮおよび
／またはサブフレームオフセットと、間隔Ｉ２によって本明細書に示されるＳＰＳ構成の
識別情報とを使用して新しいタイミングを含んでいるメッセージによって示され得る。サ
ブフレーム番号４１２は、ＭＡＣ　ＣＥ中に含まれ得る。Ｍａｃペイロード４０４は、１
つまたは複数のＭＡＣ　ＳＤＵ４１４とパディング４１６とをさらに備え得る。
【０１２１】
　ＲＲＣメッセージに関して、タイミングの変更確認は、新しいタイミング（ＳＦＮおよ
び／またはサブフレームオフセット）とＳＰＳ構成の識別情報とを含んでいるメッセージ
によって示され得る。
【０１２２】
　ＷＴＲＵは、ｅＮＢからのタイミングの変更確認の受信時にリソースの新しいタイミン
グを適用／仮定／推論し得る。ＷＴＲＵは、さらに、（ｅＮＢがタイミングを与えない場
合）新しいタイミングが要求されたオフセットメッセージ中に与えられると仮定し得るか
、または新しいタイミングがｅＮＢからのタイミングの変更確認中に与えられるタイミン
グであると仮定し得る。
【０１２３】
　ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨまたはＭＡＣ　ＣＥを使用してｅＮＢから確認を受信し得る。
この場合、ＷＴＲＵは、ＳＰＳの既存のＲＲＣ構成が維持されると仮定し得、タイミング
の変更は、単に、確認メッセージ中の情報を使用して適用される。ＷＴＲＵがＲＲＣを使
用して確認を受信する場合、確認は、さらに、ＳＰＳの新しい構成を与え得る。ＷＴＲＵ
は、次いで、確認メッセージ中で与えられた構成でそれのＲＲＣ構成を更新し得る。
【０１２４】
　たとえば、要求されたオフセットメッセージの送信に続いて、ＷＴＲＵは、新しいオフ
セットをもつＳＰＳタイミングの変更をシグナリングするためにＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを
使用して対応するＰＤＣＣＨを受信し得る。ＷＴＲＵは、（それが要求したオフセットに
おいて発生すべき）ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いるＰＤＣＣＨを受信するまで、（古いオ
フセットをもつ）リソースの前のＳＰＳタイミングが持続すると仮定し得る。
【０１２５】
　図５に、ＷＴＲＵがＳＰＳのための要求されたオフセットまたはオフセット変更を送る
オフセットまたはオフセット変更を要求することによるメッセージング５００のタイミン
グの一例を示す。ビークルまたはＷＴＲＵ５０２は、ｅＮＢ５０２にＲＲＣ接続要求５０
６を送信し得る。ＷＴＲＵ５０２は、それに応答してＲＲＣ接続再構成メッセージ５０８
を受信し得る。ＲＲＣ接続再構成メッセージは、ｓｐｓＣｏｎｆｉｇを含み得る。Ｃａｍ
メッセージは、アプリケーションレイヤ５１０によって開始され得る。ＷＴＲＵ５０２は
、オフセット要求メッセージ５１２を送信し得る。ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨ上で、ＳＰＳ
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　Ｃ－ＲＮＴＩ５１４を受信し得る。ＷＴＲＵは、要求されたオフセット５１６において
ＳＰＳリソースを使用し始め得る。ＣＡＭメッセージのオフセットの変更５１８がアプリ
ケーションなどによって決定される場合、ＷＴＲＵ５０２は、オフセット別の要求メッセ
ージ５２０を送信し得る。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ５２２を用いるＰＤＣＣＨを受信すると
、ＷＴＲＵは、新たに要求されたオフセットにおいてＳＰＳリソースを使用し始め得る５
２４。
【０１２６】
　ｅＮＢにオフセットまたはオフセット変更を送るためのＷＴＲＵのトリガが与えられる
。以下に定義する上位レイヤによって与えられる情報のいずれか（たとえば、メッセージ
の到着のタイミングの上位レイヤの指示、周期性の変更の指示、タイミングの変更の指示
、上位レイヤによってタグ付けされたメッセージ、ＷＴＲＵが上位レイヤにタイミングを
与えることに基づく情報、ビークルの動態の変更に関する情報）に基づいて、ＷＴＲＵは
、以下のトリガのうちの１つまたは複数に基づいてｅＮＢにオフセット変更を送る必要性
を決定し得る。
【０１２７】
　トリガは、タイミングの変更指示が上位レイヤから受信される時であり得る。
【０１２８】
　トリガは、場合によっては、特定のＰＰＰＰまたはＱＣＩに関連する上位レイヤからの
メッセージの到着、または特定の無線ベアラ、論理チャネルなどへのメッセージの到着の
タイミングが以下の条件のうちの１つを満たすことによって示され得る。
【０１２９】
　トリガは、上位レイヤの指示の受信とスケジュールされた後続の次のＳＰＳリソースと
の間の時間が、あるしきい値Ｔａを上回るか、またはあるしきい値Ｔｂよりも小さい時に
引き起こされ得る。しきい値Ｔｂは、ＡＳに想定される処理レイテンシに対応し得、した
がって、しきい値よりも小さい時間差の場合は、この差を上回るＡＳによって必要とされ
る処理レイテンシを有することに対応する。
【０１３０】
　トリガは、現在のメッセージ到着と前のメッセージ到着との間の時間差が、メッセージ
到着間のタイミングの前のＮａ間隔とは（たとえば、構成された量だけ）異なるか、また
はメッセージの決定された周期性（そのような周期性は、アプリケーションレイヤによっ
て与えられるか、またはＷＴＲＵの下位レイヤによって決定され得る）とは（たとえば、
あらかじめ定義され、構成された量だけ）異なる時に引き起こされ得る。
【０１３１】
　トリガは、メッセージ到着のタイミングが、（たとえば、ｅＮＢによって構成された）
ＳＰＳリソースのための別の潜在的なタイミングに時間的により近くなる時に引き起こさ
れ得る。
【０１３２】
　トリガは、上記で説明したタイミング条件が、連続的にある回数（ｘＮｂ）発生する時
に引き起こされ得る。
【０１３３】
　ＷＴＲＵがＳＰＳのための所望のオフセットまたはタイミングの情報を送る場合、ＷＴ
ＲＵは、以下のうちの１つまたは複数に基づいてこの情報を計算し得る。
【０１３４】
　ＷＴＲＵは、ＣＡＭメッセージタイミングに続いて少なくともＴｃミリ秒である任意の
サブフレームと一致するようにタイミングオフセットを選択し得る（ここで、Ｔｃは０で
あり得る）。
【０１３５】
　ＷＴＲＵは、ＣＡＭメッセージタイミングに続いて少なくともＴｄミリ秒であるが、Ｓ
ＰＳリソースとＣＡＭメッセージタイミングとの間の時間差を最小化する許容サブフレー
ムまたは許容タイミングのサブセットと一致するようにタイミングオフセットを選択し得
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る。許容サブフレームのサブセットは、ｅＮＢによって構成され得る。たとえば、許容サ
ブフレームのサブセットは、ｅＮＢによって定義されたＷＴＲＵのためのＴＲＰＴまたは
Ｄ２Ｄサブフレームパターンによって定義されたか、またはＰＣ５上のＷＴＲＵの送信プ
ールによって定義されたサイドリンクのための許容Ｄ２Ｄサブフレームからなり得る。Ｗ
ＴＲＵは、ＳＰＳリソースとＣＡＭメッセージタイミングとの間の時間差を最小化する、
ｅＮＢによって事前構成された事前構成されたタイミングオフセットのうちの１つを選択
し得る。
【０１３６】
　別の例では、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成の期間および／またはスケジューリング間隔を変
更するためにネットワーク（たとえば、ｅＮＢ）にＳＰＳ構成を変更するという指示を送
り得る。たとえば、ＷＴＲＵは、現在のＳＰＳ構成のスケジューリング間隔の変更を要求
するためにｅＮＢに指示を送り得る。詳細には、ＷＴＲＵは、（ビークルの動態の変更に
よりＣＡＭの頻度を変更する必要性の検出など）上位レイヤからのトリガ時に、ＳＰＳ構
成（たとえば、スケジューリング間隔および／またはオフセット）を変更する必要性をｅ
ＮＢに通知し得る。ＷＴＲＵは、構成の変更がこの指示の結果として効果を生じ得ると仮
定し得る。代替的に、ＷＴＲＵは、ｅＮＢから、新しいＳＰＳ構成をもつメッセージまた
はＷＴＲＵによって要求された構成の変更を確認するメッセージを受信し得る。構成の変
更は、次いで、（たとえば、ＷＴＲＵが、たとえば、物理ハイブリッドＡＲＱインジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ）を介してｅＮＢから肯定応答（ＡＣＫ）を受信することに基づ
いた）ｅＮＢによる指示の受信時、ＷＴＲＵによって示されるある将来の瞬間、（すなわ
ち、ＷＴＲＵ仕様中に）静的に定義され、最後のＳＰＳリソース割振りに相対的であり得
るある将来の瞬間、（たとえば、ＷＴＲＵの送信時間および／またはＰＨＩＣＨを介した
ｅＮＢからのＡＣＫの受信によって決定される）ｅＮＢが指示を受信した時間、ＷＴＲＵ
がｅＮＢに指示を送信した時間、もしくは指示中に明示的に与えられる瞬間、ｅＮＢによ
る新しいＳＰＳ構成のＷＴＲＵによる受信時、および／または指示がｅＮＢによって受信
されたとの確認のＷＴＲＵによる受信時の時間インスタンスのうちのいずれか１つにおい
て効果を生じ得る（すなわち、ＷＴＲＵは、新しいＳＰＳ構成されたリソースを使用し始
める）。指示がｅＮＢによって受信されたとの確認は、ＳＰＳの解放などの１つまたは複
数のＲＲＣメッセージと、それに続く新しいＳＰＳ構成、構成に関連するＳＰＳ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩを使用したＰＤＣＣＨ許可、新しいＣ－ＲＮＴＩもしくは新しいダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットを使用したＰＤＣＣＨ、および／または新しいＭＡＣ　ＣＥ
のうちの１つまたは複数を通して送られ得る。
【０１３７】
　セクション４．１．５において定義された上位レイヤによって与えられた情報のいずれ
かに基づいて、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成を変更するという指示を送る必要性を決定し得る
。ＳＰＳ構成を変更するというｅＮＢへの指示は、トリガの結果としてＷＴＲＵによって
送られ得る。
【０１３８】
　ＳＰＳ構成の変更を送るためのＷＴＲＵトリガが与えられる。たとえば、以下に定義す
る上位レイヤによって与えられる情報のいずれか（たとえば、メッセージの到着のタイミ
ングの上位レイヤの指示、周期性の変更の指示、タイミングの変更の指示、上位レイヤに
よってタグ付けされたメッセージ、ＷＴＲＵが上位レイヤにタイミングを与えることに基
づく情報、ビークルの動態の変更に関する情報）に基づいて、ＷＴＲＵは、以下のトリガ
のうちのいずれかに基づいてＳＰＳ構成を変更するという指示を送る必要性を決定し得る
。
【０１３９】
　トリガは、ＣＡＭメッセージの期間を変更したとのＡＳ、以下で説明する適応レイヤ、
またはアプリケーションレイヤによる決定によって引き起こされ得る。ＡＳによって実行
されるか適応レイヤによって実行されるそのような決定は、以下で説明するＣＡＭメッセ
ージのためのＳＰＳを管理するための適応レイヤのための以下に定義するルールに従い得
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、上位レイヤによって与えられた情報に基づき得る。
【０１４０】
　トリガは、前の間隔とは異なるＣＡＭ間隔を用いて送られているＣＡＭの生成の前に、
その間に、またはそれに続いてＡＳから、またはＷＴＲＵ上で動作するＶ２Ｘアプリケー
ションレイヤから引き起こされ得る。
【０１４１】
　ＷＴＲＵまたはｅＮＢ自体中のＡＳは、ＣＡＭ間隔を変更した（たとえば、前の間隔よ
りも短い間隔でＣＡＭメッセージを受信したか、あるいは最後の間隔に対する予期時間に
ＣＡＭメッセージを受信しなかった）と決定するとｅＮＢへの指示をトリガし得る。
【０１４２】
　ＣＡＭ間隔が同じままである（およびそれの対応する値のままである）ことが予期され
る次回の間隔の数は、ｅＮＢへの指示をトリガし得る。
【０１４３】
　ＣＡＭ間隔をそれの最大値（１ｓｅｃ）に変更したという指示は、ｅＮＢへの指示をト
リガし得る。
【０１４４】
　ＷＴＲＵは、ｅＮＢへのトリガされた指示の一部として、ＳＰＳ構成に対して要求され
た新しいスケジューリング間隔、新しいスケジューリング間隔を用いるＳＰＳリソースが
開始すべきサブフレーム（すなわち、オフセット）、ＳＰＳリソースに対して要求された
リソースサイズ、ＳＰＳリソースパターンのためのいくつかの可能なタイミングオフセッ
トのうちの１つを識別するインデックス、および／またはタイミングを変更する必要があ
る（たとえば、複数のプロセスが構成される場合の）ＳＰＳプロセスの識別の情報のうち
の１つまたは複数を送り得る。
【０１４５】
　ＳＰＳ構成に対して要求された新しいスケジューリング間隔に関して。ＷＴＲＵは、ｅ
ＮＢによって最初に構成された可能なＳＰＳの周期性のうちの１つをｅＮＢに与え得る。
代替的に、ＷＴＲＵは、（あらかじめ定義されたまたは標準化された）ＳＰＳのためにサ
ポートされた任意の周期性をｅＮＢに与え得る。
【０１４６】
　（潜在的にｅＮＢによって構成されたまたは所定の）ＳＰＳリソースパターンのための
いくつかの可能なタイミングオフセットのうちの１つを識別するインデックスに関して、
ｅＮＢは、ＳＰＳ構成中で、インデックス付きの許容オフセットのセットを送り得、ＷＴ
ＲＵは、所望のオフセットに対応するインデックスを与えることによってオフセット変更
を与え得る。
【０１４７】
　タイミングを変更する必要がある（たとえば、複数が構成された場合の）ＳＰＳプロセ
スの識別に関して、そのような識別は、複数のＳＰＳの構成中にｅＮＢによって与えられ
たインデックスを参照するインデックスを送ることによって行われ得る。代替的に、その
ような識別は、特定のフレーム／サブフレームの組合せ（たとえばＳＦＮ　ｘ　ｍｏｄ　
ｙ、サブフレーム０）に対するＳＰＳ許可の順序に対応するインデックスを送ることによ
って行われ得る。
【０１４８】
　指示は、新しいＭＡＣ　ＣＥ、上記に与えた情報を保持し得る新しい特殊なＢＳＲ、こ
のイベントをｅＮＢに通知するようにあらかじめ定義されたリソース上で潜在的に送られ
、ＢＳＲまたはＭＡＣ　ＣＥを使用した上記の情報の送信が続くＳＲ、このイベントをｅ
ＮＢに通知するようにあらかじめ定義されたリソース上で潜在的に送られるＰＵＣＣＨ、
ＳＰＳリソース自体中で送られる新しいＭＡＣ　ＣＥ、次の利用可能なＲＡＣＨリソース
において実行されるＷＴＲＵによるＲＡＣＨまたは同様の送信、またはＲＲＣメッセージ
の方法のうちの１つを使用してｅＮＢにＷＴＲＵによって送られ得る。
【０１４９】
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　ｅＮＢへの指示の送信に続いて、ＷＴＲＵは、ｅＮＢから確認を受信するまで、ＣＡＭ
の送信のために既存のＳＰＳ構成を使用し続け得る。代替的に、確認が予期されない場合
、ＷＴＲＵは、上記で説明した開始時間インスタンスのいずれかに新しい構成にＣＡＭ送
信に使用するためＳＰＳリソースを変更し得る（すなわち、ＳＰＳは、指示を送ることに
基づいて暗黙的に変化する）。
【０１５０】
　図６は、例示的な実施形態のためのメッセージングの流れ図である。図６では、ＷＴＲ
Ｕアクセス層は、以下で説明されるトリガ条件（１）または（２）のいずれかが発生する
と、アプリケーションレイヤからメッセージを受信し得る６０２。条件（１）によれば、
最後のＣＡＭ生成から経過した時間が、Ｔ＿ＧｅｎＣａｍ＿Ｄｃｃ以上であり、発信側Ｉ
ＴＳ－Ｓの現在の向首方向と発信側ＩＴＳ－Ｓによって以前に送信されたＣＡＭ中に含ま
れる向首方向との間の絶対差が４°を上回る、発信側ＩＴＳ－Ｓの現在の位置と発信側Ｉ
ＴＳ－Ｓによって以前に送信されたＣＡＭ中に含まれる位置との間の距離が４ｍを上回る
、または発信側ＩＴＳ－Ｓの現在の速度と発信側ＩＴＳ－Ｓによって以前に送信されたＣ
ＡＭ中に含まれる速度との間の絶対差が０．５ｍ／ｓを上回るとのＩＴＳ－Ｓの動態関連
の条件のうちの１つが与えられる。ここで、Ｔ＿ＧｅｎＣａｍ＿Ｄｃｃは、分散的輻輳制
御（ＤＣＣ：Decentralized Congestion Control）のチャネル使用要件に従ってＣＡＭ生
成を低減するために２つの連続するＣＡＭ生成間に最小時間間隔を与える。条件（２）に
よれば、最後のＣＡＭ生成から経過した時間は、Ｔ＿ＧｅｎＣａｍ以上であり、Ｔ＿Ｇｅ
ｎＣａｍ＿Ｄｃｃ以上である。ここで、Ｔ＿ＧｅｎＣａｍは、ＣＡＭの生成間隔の現在の
有効な上限を表す。
【０１５１】
　速度、方向、または位置を上記のトリガ条件（１）が有効である状態から条件（１）が
有効でない状態に変更したビークルの動態を管理するアプリケーションまたはエンティテ
ィからのトリガ。
【０１５２】
　ＷＴＲＵアクセス層は、ＳＰＳ間隔を間隔Ｉ１から間隔Ｉ２に変更する必要があるとの
決定時に（たとえば、トリガ条件（１）または（２）のいずれかが発生したときにアプリ
ケーションレイヤからメッセージを受信すると）、Ｉ２、ならびにＲＡＮが次のＣＡＭメ
ッセージ（すなわち、新しいオフセットタイミング）を送ることが可能であると予期する
サブフレームを含んでいるＭＡＣ　ＣＥ６０４をｅＮＢに送り得る。その後、ＷＴＲＵは
、動的にスケジュールされたリソースを用いてスケジュールされ得るか、またはそのよう
な動的リソースのスケジューリングをトリガするためにＳＲを送り得、動的にスケジュー
ルされたリソースを使用して任意の保留中のＣＡＭメッセージを送り得る。ＭＡＣ　ＣＥ
を使用した指示に続いてある時間に、ＷＴＲＵアクセス層は、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを使
用してＰＤＣＣＨ上にスケジュールされ得る。ＰＤＣＣＨ上でのこのスケジューリングの
受信時に、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成が変更されることになり、スケジューリング間隔がこ
のＳＰＳについてＩ２になると仮定し得る。ＷＴＲＵはまた、相応してＲＲＣ中の対応す
る構成要素を変更し得る。
【０１５３】
　図７に、ｅＮＢがＳＰＳの変化をシグナリングするために必要な時間を短縮し得る例示
的な実施形態を示す。ＷＴＲＵアクセス層は、ホエンイーザー、トリガ条件が発生すると
、たとえば、上記で説明された条件（１）または（２）のいずれかが発生すると、アプリ
ケーションレイヤからメッセージを受信し得る７０２。ＷＴＲＵアクセス層は、ＳＰＳ間
隔を間隔Ｉ１から間隔Ｉ２に変更する必要があるとの決定時に７０４、間隔Ｉ２と、アク
セス層が次のＣＡＭメッセージ（すなわち、新しいオフセットタイミング）を送ることが
可能であると予期するサブフレームとを含んでいる新しい特殊ＢＳＲを送り得る７０６。
特殊なＢＳＲが送信されるＭＡＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）に関連するＡＣＫ
の受信時に、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成を要求に従って変更したと仮定し得る。ＷＴＲＵは
また、相応してＲＲＣ中の対応する構成要素を変更し得る。
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【０１５４】
　別の例示的な実施形態で、ＷＴＲＵアクセス層は、アプリケーションレイヤまたは上位
レイヤから、ＣＡＭメッセージの周期性を、たとえば、１秒から２００ｍｓに変更したこ
とを示すメッセージを受信し得る。ＷＴＲＵアクセス層は、この情報の受信時に、期間を
変更すべきＳＰＳ構成の識別情報、ならびにＳＰＳ構成のための新しい必要な期間を含ん
でいるＭＡＣ　ＣＥを送り得る。ＷＴＲＵは、ｅＮＢから（たとえば、ＲＲＣメッセージ
ングによって）新しいＳＰＳ構成を受信するまで、ＳＰＳの現在の構成を仮定し続け得る
。ＷＴＲＵは、新しいＳＰＳ構成を受信すると現在のＳＰＳ構成をキャンセルし、新しい
ＳＰＳ構成に関連するＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩで符号化されたＰＤＣＣＨメッセージ（たと
えば、サイドリンクのためのＤＣＩフォーマット５）を受信した後にのみ新しいＳＰＳ構
成を有効化し得る。
【０１５５】
　ＷＴＲＵはまた、特定のリソース（たとえば、ＳＰＳリソースのサブセット）を解放す
るために指示、メッセージおよび／または通知を送り得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＰ
Ｓ構成に関連するＳＰＳリソースの特定のセットを解放するが、構成全体を解放しないた
めにｅＮＢにメッセージを送り得る。たとえば、ＷＴＲＵは、次のＸ個のＳＰＳスケジュ
ーリング間隔に関連するＳＰＳリソースを必要としない（それを使用するつもりがない）
ことを示し得る。これにより、ｅＮＢは、他のＷＴＲＵにこれらのリソースをスケジュー
ルすることが可能になるであろう。Ｘ個のスケジューリング間隔の後、ＷＴＲＵは、次い
で、既存のＳＰＳ構成に従ってＳＰＳリソースへのアクセスを再び有すると仮定し得る。
【０１５６】
　ＷＴＲＵは、新しいＭＡＣ　ＣＥ、上記に与えた情報を保持し得る新しい特殊なＢＳＲ
、このイベントをｅＮＢに通知するようにあらかじめ定義されたリソース上で潜在的に送
られ、ＢＳＲまたはＭＡＣ　ＣＥを使用した上記の情報の送信が続くＳＲ、このイベント
をｅＮＢに通知するようにあらかじめ定義されたリソース上で潜在的に送られるＰＵＣＣ
Ｈ、ＳＰＳリソース自体中で送られる新しいＭＡＣ　ＣＥ、次の利用可能なＲＡＣＨリソ
ースにおいて実行されるＷＴＲＵによるＲＡＣＨまたは同様の送信、またはＲＲＣメッセ
ージの方法のうちの１つを使用して特定のリソースを解放するという指示を送り得る。
【０１５７】
　複数のＳＰＳ構成が与えられる。特に、複数のＳＰＳ構成と構成の活動化／非活動化が
提供され、それらの活動化および非活動化は、条件とトリガイベントとに従ってリアルタ
イムで動的に実行され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、複数のＳＰＳ構成で構成され得るが
、所与の時間に活動的な１つの構成のみを有し得る。ＷＴＲＵは、次いで、現在のアクテ
ィブ構成を非活動化し、別の構成を活動化することによって１つの構成と１つまたは複数
の他の構成との間で変更（循環）するように要求し得る。
【０１５８】
　ＷＴＲＵは、ｅＮＢからＲＲＣ接続再構成メッセージとともに複数の構成を受信し得る
。ＷＴＲＵは、ｅＮＢから、与えられた構成のうちの活動的な構成を受信し得る。代替的
に、ＷＴＲＵは、いずれの構成も活動的でないと仮定し、代わりに、どの構成を活動化す
るのかを後でｅＮＢに示す必要があり得る。ＷＴＲＵは、ＳＰＳ活動化／非活動化メッセ
ージ中で、対応するＳＰＳ構成を活動化または非活動化するためにＳＰＳ構成に関連する
識別子をｅＮＢに送り得る。
【０１５９】
　ＷＴＲＵは、新しいＭＡＣ　ＣＥ、活動化／非活動化する構成を示す新しい特殊なＢＳ
Ｒ、このイベントをｅＮＢに通知するようにあらかじめ定義されたリソース上で潜在的に
送られるＳＲ、このイベントをｅＮＢに通知するようにあらかじめ定義されたリソース上
で潜在的に送られるＰＵＣＣＨ、潜在的にここで、ＷＴＲＵによって選択された特定のＰ
ＵＣＣＨリソースはまた、活動化または非活動化するＳＰＳ構成を示し得る、次の利用可
能なＲＡＣＨリソースにおいて実行されるＷＴＲＵによるＲＡＣＨまたは同様の送信、Ｒ
ＲＣメッセージ、またはＳＲＳ様のメッセージ、ここで、ＳＲＳリソースの位置はまた、
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活動化または非活動化するＳＰＳ構成を潜在的に示し得る、の方法のうちの１つを使用し
て構成活動化／非活動化メッセージまたはインジケータを送り得る。さらに、ＳＲの位置
はまた、どのＳＰＳ構成を活動化／非活動化するのかを示し得る。
【０１６０】
　ＷＴＲＵは、活動化／非活動化メッセージの送信時に活動化される要求された構成を検
討し得る。代替的に、ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨメッセージ（たとえば、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮ
ＴＩを用いるＰＤＣＣＨ）などのＭＡＣ　ＣＥ、明示的ＲＲＣメッセージ、またはＰＨＹ
レイヤメッセージを搬送するＭＡＣ　ＰＤＵへのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）
ＡＣＫのいずれかを通してｅＮＢによる肯定応答時に活動化される要求された構成を検討
し得る。
【０１６１】
　一実施形態では、ＷＴＲＵは、１つのＳＰＳ構成を活動化する一方で、他の構成を非活
動化するために新しいＭＡＣ　ＣＥを送り得る。活動化は、ＷＴＲＵがｅＮＢからＳＰＳ
　Ｃ－ＲＮＴＩを受信するサブフレームにおいて効果を生じ得る。
【０１６２】
　ＷＴＲＵは、上位レイヤからのトリガに基づいてすべてのＳＰＳ構成を無効化するため
に上記の機構を潜在的に使用し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＰＳを使用しないという
指示を（たとえば、適応レイヤから）受信し得る。
【０１６３】
　ＳＰＳ構成の変更を要求するためのトリガは、アプリケーションレイヤ、適応レイヤま
たは上位レイヤが、トラフィックの期間を（たとえば、１秒から１００ｍｓに、またはそ
の逆に）いつ変更したのかを示すことと、アプリケーションレイヤ、適応レイヤ、または
上位レイヤが、タイミング（オフセット）を変更したことと、新しいオフセットが何であ
るかと、タイミングを（たとえば、しきい値よりも大きい）ある量だけ変更したこととを
示すことと、ＷＴＲＵが、アプリケーションレイヤ、適応レイヤ、または上位レイヤによ
って与えられた情報に基づいて１つの構成が別の構成よりも良好であり得ると決定するこ
ととを含む。
【０１６４】
　図８に、Ｖ２Ｘ通信に関するいくつかのアプリケーションレベルのトリガイベントを示
す。たとえば、自律モードの変更は、ビークルが人間運転手から電子運転制御８０２に切
り替わるときに検出され得る。ＷＴＲＵが、自律ビークルが相応して情報を送信／受信す
るためにより多くのシステム帯域幅を割り当てられ得るようにより長い（またはより短い
）ＳＰＳの周期性を割り当てられることが望ましいことがある。同じことが１８才未満の
運転手の指示８０４の場合に真であり得る。別の例示的なトリガイベントとしては、ビー
クルまたはＷＴＲＵのファームウェアアップグレードのソフトウェアに関係し得るシステ
ム能力の変更がある。場合によっては、ソフトウェアアップデートは頻繁であり得る。新
しいソフトウェアまたはアプリケーションの追加もシステム能力の変更を生じ得る。
【０１６５】
　ＳＰＳ許可に適用される論理チャネルの優先度付けが与えられる。特に、ＷＴＲＵは、
所与のＳＰＳ構成に関連する許可を使用して送信するとき、その許可を使用して送信され
ることになるデータを論理チャネルから選択し得る。送信されることになるデータの論理
チャネルからの選択は、ＰＰＰＰに基づいて最高優先順位をもつデータを送信することと
、ＰＰＰＰの減少する優先度をもつデータを送信することと、周期性が許可に関連するＳ
ＰＳ構成の周期性に一致するか、それよりも小さいか、またはそれよりも大きいデータを
送信することと、サイズが許可に関連するＳＰＳ構成の許可サイズに一致するか、それよ
りも小さいか、またはそれよりも大きいデータを送信することと、より高いレイヤのデー
タ／サービスまたは論理チャネルとＳＰＳ構成との間の構成されたマッピングに基づいて
データを送信することと、関連するＳＰＳ構成のための許可が受信されるまでデータの送
信を遅延させることと、特定のＳＰＳ構成に関連する次の許可までの時間量との、任意の
順序で優先度付けされ得る基準の組合せを使用することに基づき得る。そのような選択は



(28) JP 6850813 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

、ＷＴＲＵが、同時に活動的な複数のＳＰＳ構成を有するのか、または単一の活動的なＳ
ＰＳ構成を有するのかを適用し得る。
【０１６６】
　一例では、ＷＴＲＵは、ｅＮＢからのＳＰＳ構成に基づいて上位レイヤから来るデータ
の送信のために利用するＳＰＳリソースを選択し得る。ＷＴＲＵは、１つまたは複数の論
理チャネル、論理チャネルグループ、無線ベアラ、ＰＰＰＰ、ＱＣＩなどに関連付けられ
るＳＰＳ構成を受信し得る。
【０１６７】
　ＷＴＲＵは、論理チャネルに関連するＳＰＳ構成のためのＳＰＳ許可を使用して１つま
たは複数の論理チャネルなどからのデータのみを送信し得る。
【０１６８】
　代替的に、ＷＴＲＵは、最初に、関連する論理チャネルからのすべてのデータを送信し
、次いで、許可が追加のデータの送信を可能にする場合、（ＳＰＳ構成に関連しない潜在
的に他の論理チャネルからの）あらゆる残りのデータを送信し得るが、関連する論理チャ
ネルのためのバッファ中のすべてのデータは、許可を使用して送信され得る。
【０１６９】
　さらに、ＷＴＲＵは、最初に、構成された論理チャネルからのあらゆるデータを送信す
る前にＳＰＳ構成に関連する構成された論理チャネルよりも高い優先度（たとえば、ＰＰ
ＰＰ、または論理チャネルグループ（ＬＣＧ：logical channel group）優先度（すなわ
ち、ＬＣＰ：LCG priority））をもつすべてのデータを送信し得る。代替的に、ＷＴＲＵ
は、最初に、より高い優先度（たとえば、ＰＰＰＰまたはＬＣＧ優先度）をもつデータを
検討する前に、ＳＰＳ構成に関連するすべてのデータを検討し得る。
【０１７０】
　別の例では、ＷＴＲＵは、ＳＰＳリソースの構成された周期性および／または割振りサ
イズならびにアプリケーションレイヤからの情報に基づいてどのＳＰＳリソースを利用す
るのかを決定し得る。この場合、ＷＴＲＵは、パケットとともに含まれるアプリケーショ
ンレイヤ情報に基づいて特定のアプリケーションレイヤパケットのための必要な送信間隔
を決定し得る。そのような情報は、パケットに付属する周期性またはタイミング要件を示
すＱＣＩ様のパラメータの形態にあり得る。それはまた、ＰＰＰＰの形態でＷＴＲＵに与
えられ得、ここで、特定のＰＰＰＰは、特定の送信期間をもつデータ（たとえば、ＣＡＭ
トラフィック）を示すために使用され得る。
【０１７１】
　ＷＴＲＵは、ＳＰＳリソース上で送信されるようになるデータを選択するとき、特定の
ＳＰＳリソースに関連するＳＰＳ構成に関連する周期性を識別することと、送信するため
にＭＡＣ　ＰＤＵに多重化するために一致する周期性を必要とする上位レイヤのＰＤＵを
選択することと、一致する周期性からのすべてのデータが含まれる場合、送信するために
ＭＡＣ　ＰＤＵに多重化するためにより短い周期性を必要とする上位レイヤＰＤＵを選択
することと、上記のすべてが含まれる場合、あらゆる周期性のための上位レイヤＰＤＵを
選択すること、または送信するためにＭＡＣ　ＰＤＵに多重化するための任意の特定の周
期性またはタイミング要件に関連しない上位レイヤＰＤＵを選択することとを行い得る。
【０１７２】
　別の例では、ＷＴＲＵは、関連する（構成された、またはＷＴＲＵが決定したマッピン
グに基づく）ＳＰＳ構成からの許可の発生まで送信のためのＲＬＣ　ＰＤＵの選択を延期
し、その許可が受信されたときにのみ、そのＰＤＵを選択し得る。この場合、ＷＴＲＵは
、ＭＡＣ　ＰＤＵの送信のためのＲＬＣ　ＰＤＵを選択する際に、（それの優先度にかか
わらず）論理チャネルからのＲＬＣ　ＰＤＵの選択を回避し、送信のために（優先順位が
）次に最も高い論理チャネルからＲＬＣ　ＰＤＵを選択し得る。ＷＴＲＵは、さらに、関
連するＳＰＳ構成のための次の許可の到着の時間が何らかの事前構成されたしきい値より
も短い状態の下でＰＤＵの選択を回避し得る。そうでない場合、ＷＴＲＵは、レガシー機
構を使用して（たとえば、許可を要求するためのビアザレガシー機構の現在の許可を使用
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して）パケットを送信するように構成され得る。
【０１７３】
　同時に発生したＳＰＳ許可を管理することが与えられる。特に、ＷＴＲＵは、異なるＳ
ＰＳ構成からの許可が同時に発生するように複数の活動的なＳＰＳ構成で構成され得る。
これは、（ＵＬ　ＳＰＳ送信のための）同じＵＬサブフレーム上に発生する許可、または
（たとえば、サイドリンク（ＳＬ）ＳＰＳ送信のための）同じスケジューリング期間上に
発生する許可からなり得る。ＳＬ　ＳＰＳは、デバイス間（Ｄ２Ｄ）通信のために構成さ
れたＳＰＳを指す。
【０１７４】
　一例では、同時に発生したＳＰＳ許可で構成されたＷＴＲＵは、許可のうちのただ１つ
を使用して送信することが必要とされるか、またはそのように予期され得る。これは、た
とえば、ＷＴＲＵが構成された許可のうちのただ１つを使用し、他のＷＴＲＵにＵＬリソ
ースを割り当てることになるとｅＮＢが仮定する場合であり得る。ＷＴＲＵによって使用
されることになる許可は、以下の基準のいずれかに従って選択され得る。
【０１７５】
　たとえば、リソースブロックに関して最大の割り当てられたリソースを有する許可が選
択され得る。割り当てられたリソースサイズが、たとえば、ＷＴＲＵのためのＢＳＲ中で
送信される、ＷＴＲＵによって送信されることになるデータのサイズに最も近い許可が選
択され得る。潜在的に、このシナリオでは、許可は、さらに、ＷＴＲＵによって送信され
るか、またはＢＳＲ中でＷＴＲＵによって示されることになるデータの量以上でなければ
ならない。（たとえば、ＷＴＲＵによって、またはｅＮＢによって行われる測定値に基づ
いて）最良のチャネルプロパティをもつ許可が選択され得る。たとえば、感知を通してＷ
ＴＲＵが検出した、他の送信ＷＴＲＵからの最小の干渉を有するか、または同じスケジュ
ーリング期間の間に別のＷＴＲＵによって選択された送信リソースとの（リソースに関し
て）最小の重複を有する許可が選択され得る。
【０１７６】
　この例では、ＷＴＲＵは、構成され、選択された許可について送信するためにデータを
選択するために上記で説明された論理チャネルの優先度付け（ＬＣＰ）のためのルールを
さらに使用し得る。
【０１７７】
　別の例では、同時に発生したＳＰＳ許可で構成されたＷＴＲＵは、所与のスケジューリ
ング期間またはＵＬサブフレーム中に許可のすべてについて送信することが必要とされる
か、またはそのように予想され得る。この場合、ＷＴＲＵは、同時に発生した許可につい
て送信するためにデータを選択するために上記で説明されたＬＣＰのためのルールをさら
に使用し得る。ＷＴＲＵはまた、この場合、以下のルールのいずれかに従いながら、ＬＣ
Ｐを実行し得る。
【０１７８】
　たとえば、ＷＴＲＵは、同時に発生した許可の許可サイズの和がＭＡＣ　ＰＤＵの送信
のために利用可能な許可サイズであると見なし、許可サイズの和が与えられればＬＣＰを
実行し得る。追加または代替として、ＷＴＲＵは、ＲＬＣ　ＰＤＵがセグメント化される
必要がないようにＲＬＣ　ＰＤＵを送信するために使用する許可を選択し得る。追加また
は代替として、ＷＴＲＵは、各許可を別個に検討し、ＬＣＰに前述のルールを適用し得る
。たとえば、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ構成に関連する論理チャネルからその構成されたＳＰＳ
許可中での送信のためにＲＬＣ　ＳＤＵのみを選択し得る。
【０１７９】
　ＷＴＲＵは、ｅＮＢが構成された複数のＳＰＳ許可の状況で再割り当てし得るように、
特定の許可をいつ使用しないのかを示し得る。たとえば、ＷＴＲＵが、複数の許可で構成
され、特定のサブフレーム中で構成されたＳＰＳ許可のサブセット（たとえば、１つ）の
みを使用するとき、ＷＴＲＵは、ｅＮＢが別のデバイスにリソースを再割り当てし得るよ
うにｅＮＢに、どの許可をｅＮＢに使用しないことにするのかを示すように構成され得る



(30) JP 6850813 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

。一例では、ＷＴＲＵは、最初に、どの許可をそれが使用していることになるのかを決定
し、次いで、（たとえば、物理チャネルまたは他のチャネルを使用して）ｅＮＢに、（た
とえば、インデックスを介して）どのＳＰＳ許可をそれが使用していることになるのかを
シグナリングし得る。ｅＮＢは、ｅＮＢが別のデバイスにリソースを割り当て得るように
この情報から、どのＳＰＳ許可が使用されないのかを決定し得る。この手法は、複数のＳ
ＰＳ許可が構成され、ＷＴＲＵがＳＰＳ許可のうちの１つしか使用しないときに有利であ
る。別の例では、ＷＴＲＵは、２つのＳＰＳ許可で構成され得、ＷＴＲＵは、それが使用
することを意図しないＳＰＳ許可（たとえば、キャンセルされたＳＰＳ許可）のＳＰＳ許
可インデックスを示し得る。効果的であるために、指示は、実際のＳＰＳ許可が行われる
前の特定の時間送信される必要があり得る。
【０１８０】
　ＳＰＳスケジューリング支援をトリガするための上位レイヤ支援が与えられる。たとえ
ば、すでに上で述べたように、ＷＴＲＵは、上位レイヤから情報（たとえば、メッセージ
の到着のタイミングの上位レイヤ指示、周期性の変化の指示、タイミング変更の指示、上
位レイヤによってタグ付けされたメッセージ、ＷＴＲＵが上位レイヤにタイミングを与え
ることに基づく情報、およびビークルの動態の変更に関する情報）を受信し得る。ＷＴＲ
Ｕは、上位レイヤからの情報に基づいてｅＮＢにオフセットまたは周期性の変更を送る必
要性を決定し得る。これは、アプリケーションレイヤからの情報、または実施形態につい
て以下で説明する適応レイヤからの情報に対応し得る。
【０１８１】
　上位レイヤから受信される情報についてさらに説明される。上位レイヤ情報は、メッセ
ージの到着のタイミングの上位レイヤ指示を含み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、アプリケ
ーションレイヤまたは上位レイヤから、ＣＡＭメッセージの到着の指示を受信し得る。そ
のような指示は、上位レイヤがＡＳにそのようなメッセージを送るたびに受信され得る。
【０１８２】
　上位レイヤ情報は、周期性の変更の指示を含み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、アプリケ
ーションレイヤまたは上位レイヤから、ＣＡＭメッセージのための周期性または間隔の変
更ならびにＣＡＭメッセージの新しい期間の指示を受信し得る。
【０１８３】
　上位レイヤ情報は、タイミングの変更の指示を含み得る。たとえば、ＷＴＲＵは、アプ
リケーションレイヤまたは上位レイヤから、上位レイヤによって決定されたＣＡＭメッセ
ージ（またはＳＰＳの整列を要求するメッセージ）のタイミングで変更が行われたという
指示を受信し得る。この指示は、下位レイヤに送信されるメッセージの新しいタイミング
の絶対時間（たとえば、周期的なメッセージストリームの１つのインスタンスの送信の時
間）をさらに含み得る。代替的に、指示は、新しいタイミングでのメッセージの送信と一
致するために送られ得る（たとえば、指示のタイミングはメッセージのタイミングを表す
）。
【０１８４】
　上位レイヤ情報は、上位レイヤによってタグ付けされたメッセージを含み得る。たとえ
ば、ＣＡＭメッセージまたはＳＰＳの整列を要求するメッセージは、上位レイヤによって
そのようにタグ付けまたは示され得る。たとえば、メッセージは、ＳＰＳの整列を要求す
るメッセージとしてメッセージを識別する特定のパケットデータ収束プロトコル（ＰＤＣ
Ｐ：Packet Data Convergence Protocol）サービスデータユニット（ＳＤＵ：Service Da
ta Unit）タイプを用いてタグ付けされ得る。メッセージは、このメッセージがＳＰＳの
整列を要求することを示すＰＰＰＰ（パケット単位優先度（per packet priority））の
特定の値を含み得る。さらに、このメッセージは、ＱＣＩの特定の値がＳＰＳの整列の必
要性を表し得るＱＣＩもしくは同様の情報、ならびに／またはタイミング関連の要件、た
とえば、１００ｍｓのレイテンシ要件および／もしくは周期的データを表すパケット遅延
割当量（ＰＤＢ：packet delay budget）の特定の値などの他のＱｏＳ関連情報とともに
受信され得る。
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【０１８５】
　ＷＴＲＵは、ＳＰＳとの整列を要求するすべてのトラフィックまたはメッセージが特定
の論理チャネル、無線ベアラなどに割り当てられるようにｅＮＢによってさらに構成され
得る。そのような制限は、ＱＣＩまたはＰＰＰＰなどのアプリケーションレイヤ情報に基
づき得る。たとえば、ＷＴＲＵは、特定の論理チャネルへのＳＰＳの整列の必要性を示す
特定のＰＰＰＰまたはＱＣＩをすべてのメッセージに割り当て得る。
【０１８６】
　上位レイヤ情報は、上位レイヤにタイミングを与えるＷＴＲＵに基づく情報を含み得る
。たとえば、ＷＴＲＵは、潜在的にｅＮＢによるＳＰＳの構成時に、ＷＴＲＵが、上位レ
イヤまたはアプリケーションレイヤに、ＳＰＳリソースのうちの１つの発生の絶対時間イ
ンスタンスを与え得る形態、および／ならびにＷＴＲＵが、ＳＰＳリソースの発生の一部
にまたはそのたびに、ＡＳにそのようなリソースの存在の指示または信号を与え得る形態
のいずれかでＳＰＳの構成されたタイミングを上位レイヤに与え得る。アプリケーション
レイヤは、さらに、現在構成されたＳＰＳのタイミングに変更が必要であり、ｅＮＢへの
オフセット変更メッセージを作成するために追加情報（たとえば、現在のアプリケーショ
ンレイヤメッセージの生成を満たすために必要なＳＰＳリソースまたはリソースパターン
の時間シフト）が必要であるという指示を下位レイヤに与え得る。
【０１８７】
　上位レイヤの情報は、ビークルの動態の変更に関係する情報を含み得る。たとえば、Ａ
Ｓは、本明細書で説明する条件（１）および（２）において定義されているイベントをト
リガするしきい値を上回る速度、向首方向、もしくは加速度の変更の指示、上記で説明し
たトリガ条件（１）もしくは（２）のいずれかが発生する指示、ならびに／または速度、
向首方向、もしくは位置をトリガ条件（１）が有効である状態からそれが有効でない状態
に変更したという指示などのビークルの動態の変更に関係する情報を受信し得る。
【０１８８】
　上記で説明したように、ＣＡＭサイズは、Ｖ２Ｘアプリケーションが高頻度コンテナを
送信することを望むのか、低頻度コンテナを送信することを望むのか、他の特殊コンテナ
を送信することを望むのかに応じて周期的に変化し得る。したがって、固定ＳＰＳ割振り
は、ＣＡＭを送信するために必要なリソースを与えるのに理想的でない。さらに、ｅＮＢ
は、ＣＡＭメッセージに必要なＳＰＳ割振りサイズに気づいている必要があるが、この情
報は、ＷＴＲＵ中に（たとえば、ビークル中に）しか存在しない。
【０１８９】
　したがって、ＳＰＳメッセージサイズは、アプリケーションレイヤを通して構成され得
る。たとえば、ＷＲＴＵのＶ２Ｘアプリケーションは、たとえば、ＣＡ基本サービスメッ
セージとしてアプリケーションレイヤシグナリングを通してネットワーク中のまたはｅＮ
Ｂにおける対応するアプリケーションにサイズ情報を与え得る。アプリケーションレイヤ
メッセージを通して送られ得るサイズ情報は、コンテナサイズ、高頻度コンテナ、低頻度
コンテナ、もしくは特殊コンテナが送られるパターン、および／または、たとえば、Ｖ２
Ｘ　ＷＴＲＵが必要とされるよりも頻繁に低頻度コンテナを送ることを決定するとき、動
作中に発生するパターンの任意の動的変更を含み得る。
【０１９０】
　ネットワークまたはｅＮＢにおけるアプリケーションレイヤは、適切なＳＰＳ割振りサ
イズを定義するためにｅＮＢにこの情報を与え、割り当てられたＳＰＳサイズが増加され
る必要がある、たとえば、追加のコンテナがＣＡＭメッセージング中に含まれ得る時間イ
ンスタンスのための任意の追加の動的スケジューリングを与え得る。
【０１９１】
　別の例では、ＳＰＳメッセージサイズは、論理チャネルのためのサービス品質（ＱｏＳ
）クラス識別子（ＱＣＩ）に関連付けられ得る。たとえば、必要なＳＰＳ割振りサイズと
、潜在的に、ＣＡＭメッセージサイズの変更のパターンとは、Ｖ２Ｘ論理チャネルに関連
するＱＣＩに関係している。Ｖ２Ｘ論理チャネルが確立されると、ｅＮＢは、（たとえば
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、あらかじめ定義されたマッピングに基づいて、またはネットワーク中のＶ２Ｘアプリケ
ーションサービスから取得された情報から）ＣＡＭメッセージを保持することが可能にな
るのに必要なＳＰＳ割振りのサイズを知るかまたは決定し得る。
【０１９２】
　ＷＴＲＵは、高頻度コンテナと低頻度コンテナとの送信のタイミングおよび頻度を示す
ためにｅＮＢに同期メッセージを送信し得、したがって、ＷＴＲＵは、ＳＰＳ割振りが動
的割振りによって増加またはオーバーライドされる必要がある時間インスタンス知るかま
たは決定し得る。たとえば、メッセージは、低頻度コンテナの送信に対応するＳＦＮおよ
びサブフレームを示し得、その低頻度コンテナは、Ｘ個のＣＡＭメッセージごとに送信さ
れる。
【０１９３】
　別の例では、割振りサイズの変更は、ＳＰＳ送信上でピギーバックされ得る。たとえば
、ＷＴＲＵは、次にやって来るＣＡＭメッセージが増加したサイズを有すること（たとえ
ば、それが低頻度コンテナを含んでいることになること）と、潜在的に同じく、現在のＳ
ＰＳ割振りと比較したサイズの増分とを示すメッセージを送り得る。そのようなメッセー
ジは、現在のＣＡＭメッセージの送信中にＭＡＣ　ＣＥとしてピギーバックされ得る。動
的スケジューリングと比較したこの解決策の利点は、より大きいＣＡＭメッセージが到着
するときにＷＴＲＵが別個のＳＲまたはＢＳＲを送る必要がなく、したがって、ＳＲ／Ｂ
ＳＲ方法に関連する追加の遅延（と、同じく、追加のシグナリングと）を回避するという
ことである。
【０１９４】
　別の例では、ＳＰＳ割振りサイズは、周期的に増加し得る。たとえば、ＷＴＲＵは、Ｓ
ＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いるＰＤＣＣＨにおいて指定されているリソース割振りを越えて
周期的に増加するＳＰＳ割振りで構成され得る。リソース割振りの増加は、固定され得る
（たとえば、常にＳＰＳ割振りの２倍）か、またはｅＮＢから受信したシグナリングから
ＷＴＲＵによって決定され得る。たとえば、ＲＲＣシグナリング中のＳＰＳ構成自体は、
ＳＰＳのためのリソース割振りの増加の詳細と、それがどれくらいの頻度で行われるのか
と、追加のリソース要素と通常のＳＰＳ割振りとの関係とを含み得る。別の例では、潜在
的に新しいＤＣＩを使用するＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いるＰＤＣＣＨ自体は、増加した
割振りの実際の時間周波数位置とともに、ＳＰＳ割振りの増加の量とこの増加がどれくら
いの頻度で行われるのかとを示し得る。
【０１９５】
　ＣＡＭメッセージのためのＳＰＳを管理するための適応レイヤが与えられる。ＣＡＭメ
ッセージ（および基本安全メッセージ（ＢＳＭ：Basic Safety Message）または分散環境
通知メッセージ（ＤＥＮＭ：Decentralized Environmental Notification Message）など
の他のＶ２Ｘメッセージ）の構造および送信を管理するＶ２Ｘアプリケーションは、ＬＴ
Ｅ（たとえば、サイドリンクおよびＵｕ）ならびに専用短距離通信（ＤＳＲＣ：dedicate
d short range communications）などの異なるタイプの搬送手段とインターフェイス接続
し得る。利用される搬送手段にかかわらずレイテンシ要件が満たされる必要があるので、
Ｖ２Ｘアプリケーション自体中にトランスポートレイヤ固有の情報を追加する必要なしに
Ｖ２Ｘメッセージのレイテンシ要件を満たしながらＶ２Ｘアプリケーションが特定の搬送
手段とインターフェイス接続することを可能にする適応レイヤを構築することが実装形態
の視点から最良であり得る。
【０１９６】
　ＬＴＥへのＶ２Ｘのための適応レイヤは、ＳＰＳに関して、ビークルの動態がそれの使
用を正当化するのかどうかに基づいてＳＰＳを有効化／無効化すること、ならびにＳＰＳ
トラフィックの期間およびタイミングを決定するためにＡＳに情報を与えることの機能を
与え得る。適応レイヤについて説明された機能が、ＷＴＲＵまたはＷＴＲＵ上に常駐する
アプリケーションレイヤの特定の実装形態に応じてＡＳまたはアプリケーションレイヤ内
にもあり得ることに留意されたい。
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【０１９７】
　ＣＡＭトラフィックのためのＳＰＳを有効化／無効化することに関して、適応レイヤは
、ＳＰＳを構成することが有利であり得るとき（たとえば、ＣＡＭトラフィックが比較的
周期的であるとき）を示すために下位レイヤに指示を送り得る。ＷＴＲＵは、さらに、（
上記で説明したように）ＳＰＳの使用を有効化／無効化するためにｅＮＢにこの指示を送
信し得る。
【０１９８】
　適応レイヤは、ビークルの動態または、ビークルの速度が（高速道路での運転を示す）
あるしきい値を上回るのかどうか、同じまたは反対方向に動いている他のビークルとのビ
ークルの近接度、ビークルの全地球測位システム（ＧＰＳ）情報、ＷＴＲＵが動いている
道路のタイプ、および／またはビークルの周囲のエリア中の、もしくはビークルの移動の
方向にあるビークルの数などの交通情報などのアプリケーションレイヤによって与えられ
る他の情報に基づいてＳＰＳの使用（すなわち、それの有効化／無効化）の決定を行い得
る。
【０１９９】
　上記の情報に基づいて、適応レイヤは、Ｖ２Ｘアプリケーションレイヤによって生成さ
れたＣＡＭメッセージの周期性のレベルを決定し得、ＳＰＳを構成すべきかどうかに関し
てＷＴＲＵ中の下位レイヤに指示を送り得る。
【０２００】
　別の例では、適応レイヤは、上記で定義した同じ決定を行う際に、ネットワーク中に常
駐する同様の適応レイヤに指示を与え得る。ネットワーク中のそのような適応レイヤは、
ｅＮＢに直接（たとえば、特定のＷＴＲＵについての）この情報を与え得る。
【０２０１】
　ＳＰＳの周期性を決定するために、ＬＴＥ適応レイヤは、アプリケーションレイヤから
、瞬間ビークル速度を受信し得る。そのような速度は、適応レイヤに周期的に与えられ得
る。代替的に、ＬＴＥ適応レイヤは、あるしきい値を上回る速度の変更が行われたときに
新しい速度またはトリガを受信し得る。適応レイヤは、必要なＳＰＳ周期性を決定し、単
純なルックアップテーブルに基づいて必要な周期性をＡＳレイヤに通知し得る。たとえば
、ｘ１の周期性は、速度がｙ１１からｙ１２にわたるときに構成され得、ｘ２の周期性は
、速度がｙ２１からｙ２２にわたるときに構成され得、以下同様に行われる。
【０２０２】
　ＳＰＳタイミングを決定するために、ＬＴＥ適応レイヤは、アプリケーションレイヤか
ら、上記で説明されたＣＡＭ生成に対応するトリガ（すなわち、トリガ条件（１）および
（２））を受信し得る。すなわち、向首方向の絶対差がしきい値（たとえば、４度）を上
回る、距離がしきい値（たとえば、４ｍ）を上回る、および／または速度の変化がしきい
値（たとえば、０．５ｍ／ｓ）を上回る。そのようなトリガは、別個のシグナリング（た
とえば、サイド情報）を使用してアプリケーションレイヤから受信され得るか、またはＣ
ＡＭメッセージ自体中に含まれ得る。
【０２０３】
　ＬＴＥ適応レイヤは、ＡＳによって、各サブフレームもしくは間隔もしくはサブフレー
ムのための送られた信号またはイベント、ＡＳによって維持され、ＬＴＥ適応レイヤによ
って読取り可能／アクセス可能であるフレームおよびサブフレームカウンタ、ならびに／
または（ＷＴＲＵにおいて維持されている）絶対時間をフレームおよびサブフレーム時間
に変換するＡＳによって与えられた機能の方法のいずれかに基づくフレームおよびサブフ
レームタイミングを備え得る。ＬＴＥ適応レイヤは、ＡＳにおけるＳＰＳのそれの前の有
効化に基づいて現在のＳＰＳ構成に関連する正確なタイミングを維持し得る。正確なタイ
ミングは、絶対時間に基づいて、またはフレーム／サブフレームタイミングに基づいて維
持され得る。代替的に、ＬＴＥ適応レイヤは、ＡＳから、（たとえば、ｅＮＢによって構
成された）現在構成されているＳＰＳ構成の絶対時間と現在構成されている周期性とを受
信し得る。この情報に基づいて、ＬＴＥ適応レイヤは、時間的に各ＳＰＳリソースのタイ
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ミングを計算することが可能であり得る。
【０２０４】
　ＡＳ遅延の補償が与えられる。たとえば、適応レイヤは、ＳＰＳの所望のタイミングを
ＡＳに与え得る。そのようなタイミングは、ＡＳの遅延（たとえば、ＣＡＭメッセージが
生成される時間からオーバージエアでの送信のための準備ができる時間まで）の補償を含
み得る。この補償ファクタは、ＡＳによって動的に与えられ得る。この補償ファクタは、
必要な遅延に関係がある静的値を使用することによってＬＴＥ適応レイヤによって決定さ
れ得る。たとえば、１００ｍｓの最大遅延を仮定すれば、ＬＴＥ適応レイヤは、ＡＳ遅延
を考慮するために１０ｍｓの補償係数で構成され得る。この補償ファクタは、ＷＴＲＵ、
ネットワークなどの能力に基づいてＬＴＥ適応レイヤによって決定され得、これは、加入
者識別情報モジュール（ＳＩＭ）カード、ＷＴＲＵの格納／構成中に与えられ、ネットワ
ーク接続に続いてＡＳによって与えられ、および／またはネットワークによってアプリケ
ーションレイヤもしくはＮＡＳレイヤのシグナリングの一部として与えられ得る。
【０２０５】
　特徴および要素について、特定の組合せで上記で説明されたが、各特徴または要素が単
独でまたは他の特徴および要素との任意の組合せで使用され得ることを、当業者は諒解さ
れよう。さらに、本明細書で説明される方法は、コンピュータまたはプロセッサが実行す
るためのコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、
またはファームウェアにおいて実装され得る。コンピュータ可読媒体の例としては、（ワ
イヤードまたはワイヤレス接続を介して送信される）電子信号とコンピュータ可読記憶媒
体とがある。コンピュータ可読記憶媒体の例としては、限定はしないが、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）と、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、レジスタと、キャッシュメモリ
と、半導体メモリデバイスと、内蔵ハードディスクおよび取外し可能なディスクなどの磁
気媒体と、光磁気媒体と、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ
）などの光学媒体とがある。ソフトウェアに関連するプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端
末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波
数トランシーバを実装するために使用され得る。
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